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１．
片岡辰市コレクションの田能村竹田関係資料
大分県立美術館



２．
歌川豊春
観梅図
天明～寛政前期頃（18世紀末期頃）
絹本墨画着色
55.0 × 114.0 ㎝
大分県立美術館



３．
生野祥雲齋
八稜櫛目編盛籃
1940年
竹、籐、漆
高 13.0 ㎝　最大径 39.0 ㎝
大分県立美術館



４．
福田平八郎
鱶の鰭と甘鯛
1954（昭和29）年
紙本彩色
50.8 × 73.0 ㎝
大分県立美術館



５．
桑山忠明
無題（TK2236─1/2─‘71）
1971年
琺瑯
36.5×12.0 inches
大分県立美術館



６．
桑山忠明
無題（TK1524─‘87）
1987年
油彩、ハニカムボード
24.0×24.0 inches
大分県立美術館
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片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
田
能
村
竹
田
関
係
資
料
①  

古
賀　

道
夫

「
片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、
山
口
県
宇
部
市
で
炭
鉱
業
を
中
心
に
活
躍
し

た
実
業
家
の
片
岡
辰
市
氏
（
一
九
〇
九
〜
一
九
八
三
）
が
一
代
で
築
き
あ
げ
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
う
ち
、
平
成
二
七
年
度
に
大
分
県
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
、
全
一
三
八
件

の
作
品
、
資
料
を
さ
す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七

〜
一
八
三
五
）
と
そ
の
周
辺
の
画
人
・
文
人
ら
に
よ
る
近
世
の
書
画
と
、
大
正
期
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
の
著
名
作
家
た
ち
が
顔
を
そ
ろ
え
る
日
本
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
。

片
岡
辰
市
氏
は
と
く
に
、
田
能
村
竹
田
に
強
い
興
味
を
示
し
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
名
画
か
ら
細
か
な
資
料
類
に
い
た
る
ま
で
幅
広
く
蒐
集
す
る
こ
と
で
、
貴
重
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
き
た
。
絵
画
作
品
で
は
、
画
業
の
転
機
と
な
っ
た
長
崎
滞

在
期
を
代
表
す
る
作
品
《
風
雨
渡
溪
図
》、
頼
山
陽
へ
の
深
い
友
誼
が
込
め
ら
れ
た
《
雲

仙
図
巻
》、
竹
田
が
自
ら
の
画
法
の
完
成
を
実
感
し
た
記
念
碑
的
作
品
《
稲
川
舟
遊
図
》

（
重
要
文
化
財
）、
最
晩
年
を
飾
る
充
実
作
《
清
涼
無
垢
画
帖
》
等
々
。
こ
れ
ら
の
絵
画

作
品
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
画
集
や
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
改
め
て
詳

述
し
な
い
が
、
い
ず
れ
も
、
田
能
村
竹
田
の
画
業
を
語
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
名
作
で
あ
る
。

一
方
、
竹
田
研
究
の
基
礎
と
な
る
資
料
類
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
資
料
類
に
あ
え
て
言
及
す
る
こ
と
で
、

片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
の
高
さ
を
、
改
め
て
示
し
て
み
た
い
。

一
．
田
能
村
竹
田
写
本
（「
明
詩
別
裁
集
記
載
人
名
録
」「
蔵
海
詩
話
」「
鄭
所
南･

龔
翠

巌･

高
房
山
詩
集
」）三
冊

い
ず
れ
も
、
漢
詩
に
関
す
る
中
国
の
書
物
を
竹
田
自
身
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
明
詩
別
裁
集
記
載
人
名
録
」（
図
１
）
は
、
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）
に
沈
徳
潜
と
周

準
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
明
詩
選
集
『
明
詩
別
裁
集
』
の
中
か
ら
、
序
の
部
分
と
、
詩

人
の
伝
記
の
み
が
筆
写
さ
れ
た
も
の
。
巻
末
に
「
文
化
十
二
乙
亥
秋
七
月
十
八
日
抄
畢

此
書
豊
前
大
含
上
人
所
蔵　

竹
田
生
」と
あ
り
、
文
化
一
二
年（
一
八
一
五
）七
月
一
八

日
、
豊
前
中
津
正
行
寺
の
僧
で
あ
っ
た
末
広
雲
華
（
一
七
七
三
〜
一
八
五
〇
）
か
ら
借

り
た
書
物
を
写
し
終
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
和
綴
本
で
全
四
一
丁
。
縦
二
一
・
二
×
横

一
四
・
七
糎
。
表
紙
に
は
「
竹
田
居
士
手
書　

明
詩
別
裁
集
記
載
人
名
録　

全
」
の
墨

書
が
あ
る
が
筆
者
は
不
明
。
ま
た
、
別
に
、
杉（

註
１
）聴

雨
（
一
八
三
五
〜
一
九
二
〇
）
の
手

図１　「明詩別載人名録」

図２　杉聴雨の題簽が貼られたカバー

－ 9－－ 9－



に
な
る
題
箋
が
貼
ら
れ
た
紙
の
カ
バ
ー
（
図
２
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
他
の
二
冊
に
も

共
通
す
る
。
巻
頭
に
は
「
明
詩
別
裁
集
序
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
竹
田
荘
記
」（
朱
文
）

の（
註
２
）印

が
捺
さ
れ
て
い
る
。
本
文
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
人
の
名
前
の
上
に
、「
巻
一　

二
十
首
」「
三
首
」「
一
首
」
な
ど
と
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
巻
や
、
割
愛
さ
れ
た
詩
の
数

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
途
中
か
ら
は
書
か
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
割
愛
さ
れ
た
詩

に
つ
い
て
は
、も
と
も
と
雲
華
本
が
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
、竹
田
が
あ
え
て
写
さ
な
か
っ

た
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。

「
蔵
海
詩
話
」（
図
３
）
は
、
中
国
宋
時
代
の
詩
人
・
呉
可
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た

詩
文
評
。
巻
末
に
「
文
政
庚
辰
秋
盡
日
従
知
不
足
叢
書
抄
写
竹
田
村
民
」
と
あ
り
、
文

政
三
年（
一
八
二
〇
）九
月
三
〇
日
、中
国
清
時
代
に
刊
行
さ
れ
た『
知
不
足
斎
叢
書
』（
鮑

廷
博
編
）
か
ら
抜
粋
し
て
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
体
裁
、
大
き
さ
は
、「
明
詩
別

裁
集
記
載
人
名
録
」
と
同
じ
。
表
紙
に
記
さ
れ
た
「
四
庫
全
書
提
要　

蔵
海
詩
話　

竹

田
居
士
手
書　

全
」
の
書
体
も
同
じ
で
あ
る
。
全
一
六
丁
。
巻
頭
に
「
欽
定
四
庫
全
書

提
要　

蔵
海
詩
話
一
巻
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
竹
田
荘
記
」（
朱
文
）
の
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
。
本
文
に
は
朱
に
よ
る
句
点
が
う
た
れ
て
い
る
が
、
竹
田
自
身
に
よ
る
も
の
か

は
不
明
。

「
鄭
所
南
・
龔
翠
巌
・
高
房
山
詩
集
」（
図
４
）
は
、
い
ず
れ
も
中
国
宋
末
元
初
に
活
躍

し
た
、
詩
人
・
鄭
所
南
、
画
人
・
龔
翠
巌
（
龔
開
）、
画
人
・
高
房
山
（
高
克
恭
）
の
詩
を

と
り
あ
げ
た
も
の
。「
龔
翠
巌
詩
」の
末
尾
に「
文
政
庚
辰
九
月
念
七
謹
録
竹
田
村
民
憲
」、

「
高
房
山
詩
」
の
末
尾
に
「
文
政
庚
辰
九
月
念
四
夜
識
老
夫
憲
」
と
あ
り
、
こ
の
二
つ
を

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
九
月
二
四
日
と
二
七
日
に
写
し
た
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
竹
田
の
書
体
か
ら
み
て
、「
鄭
所
南
詩
」
も
同
時
期
に
写
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
原
本
は
不
明
で
あ
る
が
、「
鄭
所
南
詩
」
の
本
文
中
に
は
「
以
下
所
南
先

生
詩
所
載
」「
以
下
知
不
足
斎
所
輯
」「
江
村
消
夏
録
所
載
」な
ど
と
の
書
き
込
み
が
あ
り
、

す
く
な
く
と
も
「
鄭
所
南
詩
」
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
書
か
ら
抜
粋
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
体
裁
、
大
き
さ
は
、「
明
詩
別
裁
集
記
載
人
名
録
」
と
同
じ
。
表
紙
に
記

さ
れ
た
「
鄭
所
南　

龔
翠
巌　

高
房
山　

詩
集　

全　

竹
田
居
士
手
書
」
の
書
体
も
同

じ
で
あ
る
。
全
一
〇
丁
（
鄭
所
南
詩
三
丁
、
龔
翠
巌
詩
五
丁
、
高
房
山
詩
二
丁
）。「
鄭

所
南
詩
」の
見
出
し
の
下
部
に
の
み「
竹
田
荘
記
」（
朱
文
）の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

二
．
百
活
矣　

一
冊

田
能
村
竹
田
は
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
九
月
、
門
人
の
伊
東
李
坪
、
大
城
雲
樵

と
共
に
府
内
（
現
大
分
市
）
に
向
か
っ
た
。
そ
の
途
中
、
二
、三
人
の
盛
装
し
た
婦
人
を

樹
間
に
垣
間
見
て
、
雲
樵
が
「
活
矣
活
矣
」
と
叫
ぶ
。
本
書
は
、
こ
の
言
葉
を
き
っ
か

け
に
竹
田
が
道
々
作
っ
た
「
活
矣
」
で
結
ぶ
詩
百
首
を
ま
と
め
た
も
の
。
府
内
西
光
寺

雲
泉
上
人
（
一
七
七
七
〜
一
八
四
〇
）
の
書
室
で
録
さ
れ
た
が
、
そ
の
原
本
は
所
在
不

明
。
本
資
料
は
、
杵
築
の
医
家
・
佐
野
柿
園（
一
七
九
七
〜
一
八
三
五
）に
よ
る
写
本（
図

５
）。
全
七
丁
。
縦
二
四
・
四
×
横
一
八
・
七
糎
。
こ
よ
り
で
二
箇
所
が
簡
単
に
綴
じ
ら

れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
本
文
部
分
と
同
じ
罫
の
入
っ
た
紙
が
用
い
ら
れ
、
墨
書
で
「
竹

田
百
活
」（
筆
者
不
詳
）
と
あ
る
。
ま
た
、
前
に
ふ
れ
た
「
田
能
村
竹
田
写
本
」
と
同
様

図３　「蔵海詩話」

図４　「鄭所南・龔翠巌・高房山詩集」
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に
、
杉
聴
雨
の
手
に
な
る
題
箋
が
貼
ら

れ
た
紙
の
カ
バ
ー
が
あ
る
。
竹
田
の
序

文
は
原
稿
用
紙
状
の
紙
に
写
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
柿
園
と
は
別
の
筆
で
あ
る
。

本
文
で
は
、「
百
活
矣
」
の
見
出
し

の
後
に
、「
読
了
百
活
矣
一
活
一
想
恍

乎
魂
飛
不
忍
置
巻
直
抜
毫
而
書
評
耶
註

耶
不
弁
其
然
也
姑
曰
之
想
矣　

壬
午
暮

春　

黄
築　

柿
園
幽
人
」
と
朱
で
書
い

た
柿
園
の
文
が
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て

柿
園
は
、
竹
田
の
百
首
を
一
行
に
一
首

ず
つ
写
し
、
そ
の
す
ぐ
下
に
、
自
作
の

詩
を
一
首
ず
つ
朱
で
入
れ
る
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
田
能
村
竹
田
全

集
』（
早
川
純
三
郎
編
、
国
文
名
著
刊
行
会
発
行
、
一
九
一
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
百
活
矣
」に
は
、
武
元
北
林（
一
七
七
〇
〜
一
八
二
〇
）の
跋
文（
文
化
一
四
年
一
一
月
）

と
菅
茶
山
（
一
七
四
八
〜
一
八
二
七
）
の
跋
文
（
文
政
元
年
一
二
月
）
が
あ
る
が
、
本
資

料
に
は
写
さ
れ
て
い
な
い
。

三
．
竹
田
詩
草　

一
冊

「
十
春
詞
」、「
擬
宋
人
七
言
絶
句
二
十
三
首
」、「
乙
酉
詩
稿
」、「
唐
楽
府
」、「
壬
午
・

癸
未
詩
稿
」、「
結
押
花
字
三
十
首
」、「
病
余
雑
吟
二
十
首
并
序
」、「
秋
心
詞
」、「
清（

註
３
）麗

集
」と
い
う
、田
能
村
竹
田
自
作
の
詩
が
収
め
ら
れ
た
九
種
の
詩
稿
が
合
装
さ
れ
た
も
の
。

和
綴
本
で
全
四
二
丁
。
縦
二
三
・
〇
×
横
一
六
・
〇
糎
。
表
紙
の
題
簽
に
は
竹
田
の
自

筆
で
「
竹
田
詩
草　

諸
師
友
□
読
」
と
あ
り
、「
意
不
在
多
」（
白
文
）
の
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
第
一
丁
表
に
は
「
長
州
屋
敷
東
隣　

柳
屋
利
兵
衛
」「
標
旁　

粛
辞　

処

賛　

胥
襄
」
と
い
う
竹
田
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
ま
た
、
杉
聴
雨
の
手
に
な
る
題
箋
が

貼
ら
れ
た
紙
の
カ
バ
ー
が
あ
る
。

「
十
春
詞
」（
図
６
）
は
、
僧
六
如
の
「
十
春
詞
」
に
和
し
て
つ
く
ら
れ
た
菅
茶
山
・

恥
庵
（
一
七
六
八
〜
一
八
〇
〇
）
兄
弟
の
「
十
春
詞
」
を
読
ん
だ
竹
田
が
、
同
じ
題
に

よ
る
作
詞
を
試
み
た
も
の
。
成
立
は
文

化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
三
月
。
書
体

は
竹
田
の
一
子
で
あ
る
田
能
村
如
仙

（
一
八
〇
八
〜
一
八
九
六
）
の
も
の
と
推

測
さ
れ
て
い（

註
４
）る

が
、
詳
細
は
不
明
。
全

三
丁
。「
十
春
詞
」
と
題
さ
れ
た
下
部
に

「
竹
田
」（
朱
文
）の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
上
部
に
は
、
朱
書
に

よ
る
頼
山
陽
（
一
七
八
〇
〜
一
八
三
二
）

の
評
が
別
紙
で
貼
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

第
三
丁
裏
に
は
、
朱
書
に
よ
る
頼
山
陽

の
跋（
図
７
）が
あ
る
。

「
擬
宋
人
七
言
絶
句
二
十
三
首
」（
図

８
）
は
、
田
能
村
竹
田
の
自
筆
本
。
全
三

丁
。「
擬
宋
人
七
言
絶
句
二
十
三
首
」
の

見
出
し
に
続
き
、
文
政
三
年（
一
八
二
〇
）

一
二
月
八
日
に
つ
く
ら
れ
た
序
が
あ
る
。

ま
た
、
翌
年
の
春
分
前
一
日
に
記
さ
れ

た
跋
で
、
菅
茶
山
に
批
正
を
求
め
て
お

り
、
後
に
茶
山
か
ら
評
と
跋
を
得
て
い
る
。

「
乙
酉
詩
稿
」（
図
９
）は
、田
能
村
竹

図７　「十春詞」頼山陽の跋

図５　「百活矣」

図６　「十春詞」
図８

「擬宋人七言絶句二十三首」
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田
の
自
筆
本
。
全
三
丁
。
見
出
し
は
な
い
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
旅
行
し
た
日

田
や
下
関
滞
在
時
の
詩
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
竹
田
が
神
辺
を
訪
れ
た
文
政
九
年

七
月
七
日
に
得
た
菅
茶
山
の
評
と
跋（
図
10
）が
あ
る
。

「
唐
楽
府
」（
図
11
）
は
、
竹
田
が
如
仙
に
清
書
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ
て
い（

註
５
）る

詩
稿
。

全
四
丁
。
巻
頭
に
「
唐
楽
府
」
の
見
出
し
が
あ
る
。
各
詩
の
題
名
に
加
え
、「
寄
小
石
兄

別
後
八
閲
月
不
得
一
書
」と
題
し
た
詩
が
あ
る
こ（

註
６
）と

、
ま
た
文
政
八
年（
一
八
二
五
）六

月
二
五
日
に
書
か
れ
た
渡
名
東
里
（
下
関

の
知
友
）
の
評
と
跋
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
文
政
七
年
の
秋
頃
に
つ
く
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
竹
田
は
、
文
政
八
年
五

月
一
四
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
下
関
に
滞

在
し
て
い
る
。

「
壬
午
・
癸
未
詩
稿
」（
図
12
）
は
、
田

能
村
竹
田
の
自
筆
本
。
全
三
丁
。
罫
が

入
っ
た
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
見
出
し

は
な
い
。「
竹（

註
７
）田

遺
稿
」
に
再
収
録
さ
れ

た
際
の
前
後
の
詩
な
ど
か
ら
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）か
ら
翌
年
に
か
け
て
つ
く
っ

た
詩
を
収
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
丁
裏
の
上
部
の
余
白
に
は
「
以
上
十
一
首

茶
山
先
生
有
評
語
別
見
」
と
の
朱
書
が
あ
り
（
筆
者
不
詳
）、
各
詩
の
上
部
の
余
白
に
は

同
じ
筆
跡
で
「
茶
」
の
一
字
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
文
政
六
年
三
月

に
神
辺
を
訪
れ
た
と
き
、
菅
茶
山
に
評
を
求
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

「
結
押
花
字
三
十
首
」（
図
13
）
は
、
田
能
村
竹
田
の
自
筆
本
。
全
三
丁
。「
花
」
の
字

で
終
わ
る
詩
三
〇
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
見
出
し
は
な
い
が
、「
竹
田
遺
稿
」
に
再

収
録
さ
れ
た
際
に
、
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
第
一
丁
の
表
裏
に
収
め
ら
れ
た
一
〇
首
の

う
ち
、
第
六
詩
を
除
く
九
首
の
上
部
に
は
朱
で
丸
印
が
書
か
れ
、
そ
の
中
に
第
一
詩
か

ら
第
三
詩
に
は
順
に「
一
」「
二
」「
三
」、
第
七
詩
か
ら
第
一
〇
詩
に
は
順
に「
十
」「
六
」

「
五
」「
九
」
と
の
数
字
が
墨
で
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
第
一
詩
か
ら
第
五
詩
の

末
に
は
「
神
」
の
朱
書
が
あ
り
、
第
七
詩

か
ら
第
一
〇
詩
の
末
に
は
「
中
」
の
朱
書

が
あ
る
。
さ
ら
に
巻
末
に
は
「
加
批
十
二

首
有
芸
閣
詩
語
別
記
」
と
の
朱
書
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
筆
者
に
つ
い
て
は
不
詳
。

「
病
余
雑
吟
二
十
首
并
序
」（
図
14
）
は
、

田
能
村
竹
田
の
自
筆
本
。
全
五
丁
。
罫

が
入
っ
た
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
病

余
雑
吟
二
十
首
并
序
」
の
見
出
し
に
続
き
、

文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
九
月
に
つ
く

ら
れ
た
序
が
あ
る
。
二
〇
首
の
う
ち
一
一

首
の
詩
で
は
、
上
部
の
余
白
に
朱
書
で

四
十
か
ら
五
十
に
か
け
て
の
番
号
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
（
番
号
の
な
い
詩
に
は
墨
で

図11　「唐楽府」

図13　「結押花字三十首」

図10　「乙酉詩稿」菅茶山の跋図12　「壬午・癸未詩稿」

図14　「病余雑吟二十首并序」

図９　「乙酉詩稿」
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丸
印
）が
、
詳
細
は
不
明
。

「
秋
心
詞
」（
図
15
）
は
、
竹
田
が
如
仙
に
清
書
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ
て
い（

註
８
）る

塡
詞
集
。

全
一
三
丁
。
罫
が
入
っ
た
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
秋
心
詞
」
は
、『
田
能
村
竹

田
全
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
書
に
「
清
麗
集
」（
竹
田
詩
草
の
「
清
麗
集
」

と
は
別
の
も
の
）、「
秋
聲
館
集
」、「
竹
田
布
衣
詞
」
と
の
題
で
収
録
さ
れ
て
い
る
三
種

の
塡
詞
集
の
う
ち
、「
清
麗
集
」
と
「
秋
聲
館
集
」
の
全
部
の
詞
、「
竹
田
布
衣
詞
」
の
二

つ
の
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
田
能
村
竹
田
全
集
』
の
各
塡
詞
集
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
朱
柳
橋
（
来
舶
清
人
）、
僧
一
圭
（
遠
山
荷
塘
）、
江
芸
閣
（
来
舶
清
人
）、
菅

茶
山
ら
の
評
、
序
文
、
跋

（
註
９
）文

等
は
な
い
。

「
清
麗
集
」（
図
16
）は
田
能
村
竹
田
の
自
筆
本
。
全
二
丁
。
前
に
述
べ
た「
竹
田
布
衣

詞
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
詞
か
ら
な
る
も
の
。
菅
茶
山
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
朱
書
の
添
削
が
あ
り
、「
竹
田
布
衣
詞
」
に
は
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
書
体

か
ら
文
化
五
年（
一
八
〇
八
）頃
の
成
立
と
さ
れ
て
い

）
10

（
註

る
。

四
．
惜
別
詩
草　

一
冊

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
か
ら
同
一
〇
年
に
か
け
て
の
長
崎
旅
行
中
に
知
り
合
っ
た

と
思
わ
れ
る
谷
蘿
月
（
竹
田
の
表
記
の
ま
ま
。
詳
細
不
明
）
と
の
別
れ
に
際
し
て
つ

く
ら
れ
た
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
図
17
）。
田
能
村
竹
田
の
自
筆
本
。
和
綴
本
で
全

二
丁
。
縦
一
六
・
〇
×
横
一
〇
・
〇
糎
。
表
紙
に
は
「
先
人
竹
田
居
士
手
書　

惜
別
詩

草　

清
客
朱
柳
橋
批
」
と
門
人
の
帆
足
杏

雨
（
一
八
一
〇
〜
一
八
八
四
）
が
題
を
記

し
、
そ
の
下
に
「
竹
田
荘
記
」（
朱
文
）
の

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
に
は
「
詩

筆
甚
有
風
致
惜
平
仄
未
叶
故
更
易
数
字
」

と
、
清
人
・
朱
柳
橋
に
よ
る
墨
書
が
あ

り
、
横
に
表
紙
と
同
じ
印
が
捺
さ
れ
て
い

る
。
竹
田
の
序
文
は
文
政
一
〇
年
三
月
九

日
。
本
文
で
は
、
朱
柳
橋
に
よ
る
添
削
が

な
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
「
伏
請　

哂
正　

田
憲
」
と
竹
田
が
記
し
、「
憲
印
」（
白
文
）

の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

五
．　

師
友
画
録（
稿
本
）　

二
冊

「
師
友
画
録
」は
、田
能
村
竹
田
が
直
接
ふ
れ
た
師
や
画
友
た
ち
の
性
格
、行
状
、見
識
、

技
倆
、
嗜
好
等
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
、
各
人
の
名
を
見
出
し
と
す
る
一
〇
五
の
項

か
ら
な
っ
て
い
る
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
七
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
竹
田
荘

で
整
理
さ
れ
た
。
刊
行
は
実
現
し
て
お
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
写
本
が
遺
さ
れ
て
い

）
11

（
註

る
。

本
資
料
は
、
田
能
村
竹
田
の
自
筆
本
。
和
綴
本
で
上
巻
二
八
丁
、
下
巻
四
〇
丁
。
大

き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
縦
一
〇
・
二
×
横
八
・
九
糎
。
上
巻
の
表
紙
に
は
「
先
人
著　

師

友
画
録　

乾
」、
下
巻
の
表
紙
に
は
「
先
人
著　

師
友
画
録　

坤
」
と
の
墨
書
が
あ
る
が
、

筆
者
に
つ
い
て
は
不
明
。
ま
た
、
杉
聴
雨
の
手
に
な
る
題
箋
が
貼
ら
れ
た
紙
の
カ
バ
ー

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
紙
見
返
し
に
は
目
次
に
あ
た
る
も
の
が
あ
り
（
下
巻
で
は
、

裏
表
紙
見
返
し
部
分
に
ま
で
は
み
出
し
て
い
る
）、
各
項
の
見
出
し
の
人
名
及
び
そ
の

項
に
登
場
す
る
他
の
人
物
名
が
記
載
順
に
羅
列
さ
れ
る
（
図
18
）。
続
い
て
各
巻
の
冒

図15　「秋心詞」

図16　「清麗集」

図17　「惜別詩草」
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頭
部
分
に
は
「
竹
田
荘
師
友
画

録
上
（
下
）　

荘
主
人
手
録
」
と

あ
り
、
そ
の
下
に
「
竹
田
」（
朱

文
）の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

本
文
は
一
頁
八
行
を
基
本
と

し
た
漢
文
。
余
白
や
行
間
に
は

す
く
な
く
と
も
二
度
にわ
た

）
12

（
註

る

竹
田
自
身
に
よ
る
文
や
文
字
の

訂
正
、
な
ら
び
に
掲
載
順
序
の

変
更
等
に
関
す
る
注
意
書
き
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図

19
）。
ま
た
、
左
頁
左
端
に
は

頁
数
を
示
す
書
き
込
み
が
あ
り
、

そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
お
け
る

刊
行
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
田
能

村
如
仙
が
浄
書
し
た
「
竹
田
荘

師
友
画
録
」（
明
治
一
一
年
写
）

に
付
け
ら
れ
た
「
竹
田
居
士
略

伝
」
の
中
で
「
此
書
天
保
四
年
癸
巳
秋　

居
士
帰
寓
於
竹
田
荘
日
所
著　

未
及
全
脱
稿

而
東
上　

没
後
遺
而
在
敗
簏
中
者
数
年
矣　

爾
後
余
亦
人
事
鞅
掌　

東
西
奔
走
不
遑
讐

校　

今
茲
戊
寅
夏
秋
之
交　

較
得
少
間
取
此
簏
中　

校
訂
釐
正
略
加
修
繕
纔
得
完
全

…
」と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
竹
田
が
没
し
た
天
保
六
年（
一
八
三
五
）か

ら
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
の
間
、
本
資
料
が
敗
簏
（
や
ぶ
れ
た
竹
で
つ
く
っ
た
箱
）

に
埋
も
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
手
付
か
ず
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
別

の
写
本
類
は
す
で
に
巷
間
に
あ
り
、
人
の
眼
に
ふ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高

）
13

（
註

い
。

 

さ
て
、
今
回
紹
介
し
た
五
件
の
田
能
村
竹
田
関
係
資
料
で
あ
る
が
、「
惜
別
詩
草
」

を
の
ぞ
く
資
料
は
、
あ
る
時
期
よ
り
、
こ
れ
も
片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ふ
く
ま
れ

る「
田
能
村
竹
田
使
用
印
」の
添
物
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

）
14

（
註

た
。

「
田
能
村
竹
田
使
用
印
」
に
は
、
全
三
二
顆
の
印
の
う
ち
二
八
顆
を
収
め
る
専
用
の

箱
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
蓋
表
に
杉
聴
雨
の
筆
に
な
る「
竹
田
居
士
遺
品
」（
朱
書
）

の
題
字
（
図
20
）、
蓋
裏
に
「
丙
辰
新
穐
（
大
正
五
年
七
月
）　

聴
雨
老
人
題
」
の
墨
書
と

「
聴
雨
」（
朱
文
）の
印
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
箱
を
収
納
す
る
外
箱
に
は
、
蓋
表
に「
竹

田
居
士
遺
品
」の
墨
書
、
蓋
裏
に「
聴
雨
叟
題
」の
墨
書
と「
杉
重
華
」（
白
文
）、「
聴
雨

翁
」（
朱
文
）
の
印
が
あ
る
。
さ
ら
に
外
箱
の
側
面
に
は
「
竹
田
居
士
遺
品
印
財
廿
八
個　

竹
田
翁
百
話
、
詩
草
、
蔵
海
詩
話
、
師
友
画
録
、
鄭
所
南
聾
翠
巌
書
房
詩
集　

添
」
と

記
載（
筆
者
不
詳
）さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
貼
り
付
け
て
あ
る（
図
21
）。
外
箱
に
は「
田
能
村

竹
田
使
用
印
」
の
収
納
ス
ペ
ー

ス
と
は
別
の
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ

ら
の
資
料
が
添
物
と
し
て
収
納

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き

る（
図
22
）。
杉
聴
雨
の
名
は
、

写
本
等
の
カ
バ
ー
の
題
簽
に
も

認
め
ら
れ
た
が
、こ
れ
も
箱
と

同
時
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

こ
う
し
て
、
遅
く
と
も
大

図19　「師友画録」竹田による訂正
　　および掲載順序の変更例

図20　杉聴雨の題字　下に貼られた紙には
　　　「雙軒清賞」の印が捺されている。

図18　「師友画録（上巻）」巻頭部分
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正
五
年
（
一
九
一
六
）
七
月
ま
で
に
は
一
括
に
さ

れ
た
田
能
村
竹
田
関
係
資
料
で
あ
る
が
、『
江
州

浅
見
家
所
蔵
品
入
札
目
録
』（
京
都
美
術
倶
楽
部
、

昭
和
三
年
）
で
は
、
添
物
の
な
か
に
「
惜
別
詩
草
」

の
名
を
新
た
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
『
雙
軒
庵
美
術
集
成
図
録
』（
大
阪
美
術
倶

楽
部
、
昭
和
八
年
）
で
は
、
竹
田
の
遺
印
が
二
顆

加
わ
る
か
た
ち
で
売
立
に
出
さ
れ
て
い

）
15

（
註

る
。
ま

た
、『
雙
軒
庵
美
術
集
成
図
録
』
の
内
容
紹
介
部

分
に
は
、「
竹
田
荘
傳
來　

本
山
竹
荘　

岡
田
雨

香　

浅
見
又
蔵
氏
舊
蔵
」と
の
記

）
16

（
註

載
が
あ
り
、所

有
者
の
移
り
変
わ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
雙
軒
庵
か
ら
片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
至
る
ま
で
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
う

し
て
一
括
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、分
散
を
免

れ
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
だ
ろ

）
17

（
註

う
。（「
片
岡

辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
田
能
村
竹
田
関
係
資
料

②
」に
続
く
）

註
１ 

杉
聴
雨
は
、
長
州
藩
士
植
木
五
郎
右
衛
門
の
二
男
に
生
ま
れ
、
の
ち
杉
彦
之
進
の
養
子
と
な
る
。

吉
田
松
陰
に
学
び
、
幕
末
は
勤
王
の
志
士
と
し
て
活
躍
。
維
新
後
、
山
口
藩
権
大
参
事
、
宮

内
大
丞
、
秋
田
県
令
、
皇
后
宮
太
夫
兼
内
蔵
頭
、
東
宮
職
御
用
掛
、
図
書
頭
、
枢
密
顧
問
官

な
ど
を
歴
任
し
た
。
か
た
わ
ら
詩
書
画
を
よ
く
し
た
。

註
２ 

「
竹
田
荘
記
」の
印
は
、
門
人
の
大
城
雲
橅
に
命
じ
て
写
さ
せ
た
粉
本（
文
化
一
三
年
）の
中
に

使
用
例
が
あ
る
。

註
３ 

「
乙
酉
詩
稿
」
と
「
壬
午
・
癸
未
詩
稿
」
に
つ
い
て
は
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、『
大
分
県

先
哲
叢
書　

田
能
村
竹
田　

詩
文
篇
』（
大
分
県
教
育
委
員
会
発
行
、
平
成
四
年
）
の
表
記
に

従
っ
た
。「
結
押
花
字
三
十
首
」
に
も
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
竹
田
遺
稿
」
に
同
じ
も
の

が
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
題
を
用
い
た
。

註
４ 

『
大
分
県
先
哲
叢
書　

田
能
村
竹
田　

詩
文
篇
』（
大
分
県
教
育
委
員
会
発
行
、
平
成
四
年
）

註
５ 

前
掲
註
４

註
６ 

京
都
の
医
家
・
小
石
元
瑞
（
一
七
八
四
〜
一
八
四
九
）
ら
と
親
し
く
交
わ
っ
た
竹
田
は
、
文
政

七
年
一
月
一
六
日
に
京
都
を
離
れ
て
い
る
。

註
７ 

田
能
村
如
仙
ら
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
田
能
村
竹
田
の
遺
稿
集
。
刊
行
は
さ
れ
て
い
な
い
。

岡
藩
藩
校
・
由
学
館
の
教
授
を
勤
め
た
入
田
披
雲
（
一
八
二
六
〜
一
九
〇
七
）
に
よ
り
、
明
治

一
六
年（
一
八
八
三
）に
書
か
れ
た
識
語
が
あ
る
。

註
８ 

前
掲
註
４

註
９ 

『
田
能
村
竹
田
全
集
』
の
「
清
麗
集
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
江
芸
閣
の
跋
文
は
文
政
一
〇
年
冬
、

「
秋
聲
館
集
」に
掲
載
さ
れ
て
い
る
菅
茶
山
の
跋
文
は
文
政
六
年
三
月
五
日
に
書
か
れ
て
い
る
。

註
10 

前
掲
註
４

註
11 

写
本
の
な
か
に
は
、
掲
載
順
序
を
異
に
す
る
全
一
〇
四
項
の
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
竹
田
荘
師
友
画
録
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
竹
田
と
そ
の
交
友
た
ち
』
展
図
録
、
大

分
県
立
芸
術
会
館
発
行
、
平
成
六
年
）で
ふ
れ
て
い
る
。

註
12 
朱
で
書
か
れ
た
も
の
と
墨
で
書
か
れ
た
も
の
と
が
あ
る
。

註
13 

弘
化
二
年（
一
八
四
五
）に
刊
行
さ
れ
た『
続
近
世
叢
語
』（
角
田
九
華
著
）に
は
、
明
ら
か
に「
師

友
画
録
」か
ら
の
引
用
が
指
摘
で
き
る
。

図22　添物の収納スペースか？ 図21　外箱に貼られたラベル
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註
14 

後
述
す
る
外
箱
の
ラ
ベ
ル
に
「
明
詩
別
裁
集
記
載
人
名
録
」
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
杉
聴
雨

の
題
簽
等
他
の
写
本
と
同
じ
体
裁
で
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
中
に
ふ
く
ま
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

註
15 

い
ず
れ
も
田
近
竹
邨
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
二
）
旧
蔵
の
印
。
片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は

さ
ら
に
、
後
藤
碩
田
（
一
八
〇
五
〜
一
八
八
二
）
旧
蔵
の
印
一
顆
と
田
能
村
直
入
（
一
八
一
四

〜
一
九
〇
七
）旧
蔵
の
印
一
顆
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

註
16 

本
山
竹
荘
は
東
京
の
美
術
商
、
岡
田
雨
香
（
平
太
郎
）
は
宮
内
省
の
官
吏
、
浅
見
又
蔵
は
近
江

長
浜
の
豪
商
、
雙
軒
庵
は
西
日
本
で
活
躍
し
た
財
界
人
・
松
本
枩
蔵
。

註
17 

今
回
紹
介
し
た
五
件
の
資
料
の
う
ち
、「
田
能
村
竹
田
写
本
」を
の
ぞ
く
四
件
に
つ
い
て
は
、『
大

分
県
先
哲
叢
書　

田
能
村
竹
田　

詩
文
篇
』（
大
分
県
教
育
委
員
会
発
行
、
平
成
四
年
）
お
よ

び
『
大
分
県
先
哲
叢
書　

田
能
村
竹
田　

著
述
篇
』（
大
分
県
教
育
委
員
会
発
行
、
平
成
四
年
）

に
、
そ
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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歌
川
豊
春
の
研
究（
１
）│
そ
の
画
業
の
特
性
と
交
友
圏
の
関
連
に
つ
い
て  

宗
像　

晋
作

は
じ
め
に

一
、
豊
春
と
浮
絵

　
（
ⅰ
）浮
絵
の
展
開

　
（
ⅱ
）豊
春
の
浮
絵
│
西
洋
と
の
接
触

　
（
ⅲ
）豊
春
と
酒
井
家

　
（
ⅳ
）酒
井
家
の
サ
ロ
ン
│
絵
師
、
蘭
学
者
の
か
か
わ
り

二
、
豊
春
の
肉
筆
浮
世
絵

三
、
豊
春
筆「
観
梅
図
」の
詳
細

四
、
出
自
の
謎
│
結
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

浮
世
絵
師
・
歌
川
豊
春
（
一
七
三
五
〜
一
八
一
四
）
は
、
史
上
最
大
の
浮
世
絵
一
派

を
形
成
し
た
歌
川
派
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
門
下
に
は
、
初
代
歌
川
豊
国
、
豊

広
と
い
っ
た
実
力
派
の
絵
師
を
輩
出
し
、
豊
国
門
下
に
は
国
芳
や
国
貞
、
ま
た
豊
広
門

下
に
は
広
重
が
連
な
る
。
後
の
十
九
世
紀
幕
末
の
浮
世
絵
界
は
、
ほ
ぼ
歌
川
派
の
絵
師

た
ち
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
豊
春
は
、
こ
う
し

た
繁
栄
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
歌
川
派
の
流
祖
と
し
て
最
も
重
要
な
浮
世
絵
師
の
一
人
と

い
え
る
。

こ
の
豊
春
に
関
す
る
数
々
の
先
行
研
究
に
よ
り
、
浮
世
絵
師
・
豊
春
の
事
績
に
多

く
の
光
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
が
、
特
に
そ
の
光
が
集
中
し
て
照
射
さ
れ
て
き
た
の
は
、

現
在
確
認
で
き
る
豊
春
の
画
歴
の
最
初
期
に
あ
た
る
明
和
〜
安
永
年
間
（
一
七
六
四

〜
八
〇
）
に
か
け
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た
各
種
の
浮
絵
版
画
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。

〝
浮う

き

絵え

〞
と
は
、
十
八
世
紀
半
ば
の
元
文
〜
延
享
年
間
（
一
七
三
六
〜
四
七
）
頃
に
、
奥

村
政
信
ら
が
は
じ
め
た
西
洋
透
視
図
法
を
取
り
入
れ
た
浮
世
絵
の
風
景
画
で
あ
る
。
豊

春
は
こ
の
分
野
に
お
い
て
、
従
来
の
浮
絵
を
変
貌
さ
せ
る
先
駆
的
な
成
果
を
も
た
ら
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

ま
た
一
方
で
、
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
八
九
）
以
降
、
豊
春
は
肉
筆
浮
世
絵
の
制

作
に
専
心
し
た
よ
う
で
あ
り
、
美
麗
な
色
彩
に
よ
る
優
美
な
一
点
も
の
の
肉
筆
美
人
画

を
多
く
描
い
た
側
面
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
豊
春
の
円
熟
期
に
重
な
る
天
明
〜
寛
政

期
（
一
七
八
一
〜
一
八
〇
一
）
は
、
北
尾
重
政
、
勝
川
春
章
、
鳥
居
清
長
、
鳥
文
斎
栄

之
、
東
洲
斎
写
楽
、
喜
多
川
歌
麿
な
ど
も
活
躍
し
た
浮
世
絵
の
黄
金
期
に
あ
た
り
、
明
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和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
誕
生
し
た
鈴
木
春
信
に
よ
る
錦
絵
（
多
色
摺
版
画
）
の
隆
盛
を

経
て
、
一
世
を
風
靡
し
た
春
信
風
の
華
奢
な
美
人
図
の
様
式
を
脱
し
た
気
鋭
の
絵
師
た

ち
が
、
そ
の
個
性
的
な
画
風
を
版
画
、
肉
筆
画
の
双
方
に
展
開
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ

る
。
豊
春
は
、
現
存
の
遺
作
例
か
ら
し
て
、
極
彩
色
に
よ
る
肉
筆
画
の
大
幅
を
多
く
手

掛
け
、
と
き
に
は
大
画
面
屏
風
な
ど
に
も
彩
管
を
ふ
る
っ
て
歌
川
派
を
牽
引
し
、
こ
の

多
士
済
々
、
名
手
ぞ
ろ
い
の
黄
金
期
に
そ
の
地
歩
を
固
め
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
豊
春
の
出
自
や
師
系
、
そ
の
浮
世
絵
師
と
し
て
の
活
動
内
容
に

は
、
い
ま
だ
謎
も
多
い
。
現
存
す
る
作
品
か
ら
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
は
、
江

戸
に
お
い
て
浮
世
絵
師
と
し
て
の
活
動
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、

豊
春
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
か
か
わ
る
情
報
に
は
不
明
瞭
な
点
が
多
く
、
こ
う
し
た

情
報
に
検
討
を
重
ね
、
不
明
点
が
少
し
ず
つ
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
と
す
れ
ば
、

豊
春
の
画
業
が
よ
り
立
体
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
に
お
い

て
は
、
豊
春
の
画
歴
の
前
半
を
占
め
る
浮
絵
の
制
作
と
、
画
歴
の
後
半
を
占
め
る
肉
筆

美
人
画
の
制
作
に
つ
い
て
、
豊
春
が
い
か
な
る
文
化
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
身
を
置
き

な
が
ら
、
浮
世
絵
師
と
し
て
の
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
目
を
向
け
な

が
ら
、
豊
春
の
浮
世
絵
制
作
と
、
そ
の
交
友
圏
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
豊
春
と
浮
絵

（
ⅰ
）浮
絵
の
展
開

浮
絵
が
西
洋
の
透
視
図
法
を
取
り
入
れ
た
、
当
時
の
日
本
に
あ
っ
て
は
新
奇
な
視

覚
体
験
を
も
た
ら
す
新
し
い
タ
イ
プ
の
浮
世
絵
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、
お
よ
そ
元

文
〜
延
享
年
間
（
一
七
三
六
〜
四
七
）
頃
で
あ
り
、
そ
れ
は
奥
村
政
信
（
一
六
八
六
〜

一
七
六
四
）
ら
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。
芝
居
小
屋
の
屋
内
情
景

な
ど
が
遠
近
感
を
強
調
し
た
構
図
で
描
か
れ
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
平
面
的
な
絵
画
表

現
に
比
べ
て
格
段
に
立
体
的
に
立
ち
上
が
る
、
あ
る
い
は
浮
き
上
が
る
よ
う
に
見
え
る

た
め
、
浮
絵
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
浮
絵
誕
生
の
背
景
に
は
、
新
し

い
時
代
の
潮
流
が
あ
っ
た
。
享
保
五
年

（
一
七
二
〇
）、
徳
川
吉
宗
の
享
保
の
改
革

に
お
け
る
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
キ
リ
ス

ト
教
に
関
係
の
な
い
漢
訳
蘭
書
の
輸
入

が
解
禁
さ
れ
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て

日
本
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
学
問
、
芸
術
、
技
術
等
に
学
ぼ
う

と
す
る
蘭
学
が
興
隆
し
た
。
西
洋
の
銅

版
画
や
洋
書
も
輸
入
さ
れ
、
当
時
の
知
識
階
級
に
西
洋
画
の
遠
近
法
や
写
実
描
法
、
陰

影
表
現
等
が
受
容
さ
れ
る
状
況
が
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

た
だ
最
初
期
の
浮
絵
を
制
作
し
た
絵
師
た
ち
が
直
接
的
に
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
当
時
長
崎
を
経
て
大
量
に
輸
入
さ
れ
た
中
国
の
商
業
都
市
蘇
州
で
制
作
さ
れ
て

い
た
蘇
州
版
画
と
呼
ば
れ
る
民
衆
的
版
画
だ
っ
た
こ
と
は
先
学
が
指（

註
１
）摘

す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
清
朝
の
雍
正
・
乾
隆
帝
期
、
十
八
世
紀
の
蘇
州
版
画
に
は
、
西
洋
の
遠
近
法
や

銅
版
画
に
み
ら
れ
る
陰
影
表
現
を
取
り
入
れ
た
作
例
が
多
数
あ
り
、
日
本
の
絵
師
は
中

国
の
蘇
州
版
画
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
を
通
し
て
、
西
洋
の
遠
近
法
や
陰
影
表
現
を
受
容
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
初
期
の
浮
絵
は
、
元
文
〜
宝
暦
年
間
（
一
七
三
六
〜
六
四
）
頃
に
か
け
て

大
い
に
流
行
し
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
遠
近
法
を
消
化
し
き
れ
て
な
く
、
視
点
の
不
統

一
感
や
不
正
確
な
線
遠
近
法
が
用
い
ら
れ
た
例
が
多
い
。
し
か
し
こ
れ
に
続
い
て
、
宝

暦
（
一
七
五
一
〜
六
四
）
末
頃
、
京
都
に
い
た
若
き
円
山
応
挙
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

と
さ
れ
る
京
名
所
や
中
国
風
景
を
描
い
た
眼
鏡
絵
は
、
そ
れ
ま
で
の
江
戸
の
浮
絵
に
比

べ
て
、
か
な
り
正
確
な
遠
近
法
が
実
現
さ
れ
て
い
る（
図
２
）。

図１　無款（奥村政信）
　　　「芝居狂言舞台顔見世大浮絵」

　　　元文期（17世紀前期）神戸市立博物館
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眼
鏡
絵
は
、
遠
近
感
が
強
調
さ
れ
た
構
図
の
風
景
画
を
、
レ
ン
ズ
を
備
え
た
〝
の
ぞ

き
眼
鏡
〞
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
使
っ
て
見
る
こ
と
で
、
そ
の
風
景
が
立
体
的
に
見
え
る

効
果
を
楽
し
む
玩
具
で
あ
る
。
の
ぞ
き
眼
鏡
は
十
七
世
紀
末
頃
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
現

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
中
国
に
伝
わ
り
、
蘇
州
な
ど
で
制
作
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
宝
暦
頃
に
長
崎
を
経
由
し
て
日
本
へ
入
っ
て
き
た
と
推（

註
２
）測

さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
お
そ
ら
く
最
初
の
和
製
眼
鏡
絵
を
制
作
し
た
の
が
若
き
円
山
応
挙
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
応
挙
の
眼
鏡
絵
は
、
近
景
か
ら
遥
か
遠
く
ま
で
を
見
通
す
リ
ア
リ
テ
ィ
に
あ

ふ
れ
る
視
覚
を
再
現
し
た
、
日
本
初
の
画
期
的
な
風
景
表
現
で
あ
っ
た
。
応
挙
の
和
製

眼
鏡
絵
を
は
じ
め
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
蘇
州
系
眼
鏡
絵
は
、
浮
絵
の
展
開
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。

こ
う
し
た
主
に
中
国
を
通
じ
た
西
洋
遠
近
法
の
受
容
、
そ
し
て
浸
透
は
、
明
和
〜
安

永
年
間
（
一
七
六
四
〜
八
〇
）
に
江
戸
で
生
み
出
さ
れ
る
歌
川
豊
春
の
木
版
浮
絵
の
成

立
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
（
図
３
、４
、５
）。
奥
村
政
信
ら
浮
絵
第
一
世
代
の
屋
内
風

景
に
取
材
す
る
画
題
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
豊
春
の
浮
絵
に
は
破
綻
の
少
な
い
、
よ

り
自
然
な
遠
近
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
応
挙
系
の
眼
鏡
絵
を
明
ら
か
に
参
照

し
た
も
の
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
豊
春
が
、

こ
う
し
た
眼
鏡
絵
等
に
学
び
な
が
ら
、
旧
来

を
刷
新
す
る
新
し
い
視
覚
に
よ
る
浮
絵
、
つ

ま
り
近
景
か
ら
遠
景
ま
で
の
広
大
な
眺
望
を

俯
瞰
す
る
よ
う
な
新
し
い
タ
イ
プ
の
浮
世
絵

の
風
景
版
画
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

豊
春
が
取
り
入
れ
た
先
駆
的
な
視
覚
は
、
さ

ら
な
る
後
代
の
絵
師
た
ち
の
研
鑽
と
洗
練
を

へ
て
、
世
界
的
な
評
価
を
得
る
近
世
末
期
の

北
斎
、
広
重
の
風
景
版
画
（
図
６
、７
）
を
生

む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

図２－２ 伝円山応挙「京洛・中国風景図巻」
 姑蘇萬年橋　宝暦９年（1759）頃
 神戸市立博物館

図２－１ 伝円山応挙　「明州津」　宝暦期
 （18世紀中期）　神戸市立博物館

図５　歌川豊春　「新板浮絵両国之図」
　　　ギメ東洋美術館

図４　歌川豊春　「浮絵三廻之図」
　　　東京国立博物館  

図３　歌川豊春　「浮絵歌舞伎芝居之図」
　　　明和期
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（
ⅱ
）豊
春
の
浮
絵
│
西
洋
と
の
接
触

豊
春
の
浮
絵
の
革
新
性
や
年
代
の
考
証
、
そ
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
、
岡
泰
正
、
岸

文
和
、
野
村
文
乃
、
各
氏
の
先
行
研
究
が
、
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
豊
春

の
浮
絵
と
、
応
挙
系
の
眼
鏡
絵
や
、
中
国
製
の
眼
鏡
絵
、
蘇
州
版
画
、
西
洋
の
銅
版
画

等
と
の
関
連
を
説
い
た
岡（

註
３
）氏

の
研
究
や
、
豊
春
の
歌
舞
伎
舞
台
の
図
や
吉
原
大
門
の
図

を
中
心
に
、
そ
の
視
覚
の
革
新
性
を
説
き
、
制
作
年
代
の
考
証
を
お
こ
な
っ
た
岸（

註
４
）氏

の

研
究
。
ま
た
豊
春
の
浮
絵
が
、応
挙
系
の
眼
鏡
絵
の
他
に
、上
方
の
浮
絵（
菊
屋
版
浮
絵
）

の
影
響
下
に
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説
き
、
さ
ら
に
上
方
か
ら
江
戸
に
つ
た
わ
っ
た
見

世
物
興
行
で
あ
る
〝
の
ぞ
き
か
ら
く
り
〞（
の
ぞ
き
眼
鏡
）
の
一
座
（
人
形
か
ら
く
り
竹

田
座
）
と
豊
春
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
、
そ
う
し
た
繋
が
り
の
中
で
、
豊
春
の

上
方
浮
絵
（
眼
鏡
絵
）
の
受
容
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
江
戸
で
の
豊
春
の
浮
絵
制
作

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
大
坂
竹
田
座
の
江
戸
遷
移
な
ど
の
関
わ
り
も
含
め

た
説
得
力
の
あ
る
説
を
出
し
た
近
年
の
野（

註
５
）村

文
乃
氏
の
研
究
が
あ
る
。

特
に
野
村
氏
は
、
豊
春
が
上
方
浮
絵
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
中
で
、
西

洋
銅
版
画
を
写
し
た
《
浮
絵
紅お

ら
ん
だ毛
フ
ラ
ン
カ
イ
ノ
湊
万
里
鐘
響
図
》（
図
８
）
な
ど
、
西

洋
風
景
を
題
材
に
し
た
無
落
款
の
浮
絵
版
画
が
、
十
分
な
根
拠
も
な
い
ま
ま
豊
春
作
に

帰
せ
ら
れ
、
豊
春
が
西
洋
的
風
景
へ
の
志
向
を
特
に
強
く
も
っ
た
絵
師
で
あ
っ
た
、
と

い
う
従
来
支
持
さ
れ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
豊
春
作
に
帰
せ
ら
れ
た
西
洋
風
景
の
浮
絵
版
画
は
、
先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
、

原
図
と
な
る
西
洋
銅
版
画
も
特（

註
６
）定

さ
れ
て
お
り
（
図
９
）、
そ
れ
を
元
に
制
作
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
野
村
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
各
モ
チ
ー
フ
が
原
図

を
ト
レ
ー
ス
し
て
描
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
考
慮
す
る
と
、
ど
こ
ま
で
豊
春

が
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
か
、
よ
り
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

豊
春
は
、現
存
す
る
作
品
か
ら
、画
業
の
最
初
期（
明
和
四
年
〜
六
年
頃
）に
は
、版
元
、

松
村
弥
兵
衛
の
も
と
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
が
明
和
七
年
頃
か
ら

西
村
屋
に
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指（

註
７
）摘

さ
れ
て
い
る
。
初
期
の
松
村
弥
兵
衛
か
ら
出
さ

れ
た
異
国
風
景
の
浮
絵
、
と
く
に「
浮
絵
阿
蘭
陀
雪
見
之
図
」（
図
10
）な
ど
の
よ
う
に
、

題
名
に
〝
阿
蘭
陀
〞
が
付
い
た
幾
つ
か
の
浮
絵
は
、
西
洋
風
の
人
物
と
共
に
、
中
国
風

図７　歌川広重
　　　「東都名所　両国之宵月」
　　　天保２年（1831）頃

図６　葛飾北斎
　　　「冨嶽三十六景 五百らかん寺さゞ ゐどう」
　　　天保２年（1831）大分県立美術館

図９　アントニオ・カナル（1697-1768）画、
　　　アントニオ・ヴィセンティーニ

（1688-1782）彫
　　　「サンタ・クローチェ教会から

スカルツィ教会に向かっての景観」

図８　無款（歌川豊春か）
　　　「浮絵紅毛フランカイノ湊万里鐘響図」
　　　神戸市立博物館
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の
楼
閣
が
描
か
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
中
国
系
眼
鏡
絵
に
学
ん
だ
異
国
風
景
で
あ
る
こ

と
が
わ（

註
８
）か

る
。

一
方
、
西
村
屋
か
ら
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
〝
阿
蘭
陀
〞
風
景
の
浮
絵
版
画
に
は
、

中
国
風
の
楼
閣
は
あ
ま
り
描
か
れ
な
く
な
り
、よ
り
西
洋
的
な
風
景
と
な
っ
て
い
る（
図

11
）。
お
そ
ら
く
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
前
後
か
ら
、
版
元
・
岩
戸
屋
よ
り
歴
史
・
歌

舞
伎
物
等
を
主
題
と
す
る
作
品
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
頃

ま
で
の
間
、
豊
春
が
西
洋
銅
版
画
に
接
触
す
る
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
先
述
し
た
豊
春
作
に
帰
せ
ら
れ
た
無
落
款
の
西
洋
風
景
の
浮
絵
は
、
い
ず
れ
も
こ

の
西
村
屋
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
豊
春
の
直
接
的
関
与
は
不
明
な
が
ら
、
豊
春
の
周
辺

に
こ
う
し
た
浮
絵
の
元
に
な
っ
た
西
洋
銅
版
画
が
存
在
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

野
村
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
確
に
西
洋
銅
版
画
と
の
直
接
的
な
関
係
が
見
出
さ

れ
る
浮
絵
は
、
豊
春
作
に
帰
せ
ら
れ
て
い
た
無
落
款
の
数
例
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

豊
春
が
特
に
強
く
西
洋
を
志
向
し
た
絵
師
で
あ
る
、
と
は
容
易
に
結
論
で
き
な
い
こ
と

は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
点
の
み
を
も
と
に
進
取
の
絵
師
と
し
て
の
豊
春
像
を
安
易
に
語

る
の
は
、
実
像
か
ら
離
れ
る
見
解
と
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。

し
か
し
、
明
和
七
年
頃
以
降
の
西
村
屋
版
の
豊
春
の
浮
絵
に
至
っ
て
は
、
よ
り
西
洋

風
の
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
旧
来
を

刷
新
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
浮
絵
、
つ
ま
り
近
景
か
ら
遠
景
ま
で
の
広
大
な
眺

望
を
俯
瞰
す
る
よ
う
な
新
し
い
タ
イ
プ
の
浮
世
絵
の
風
景
版
画
を
確
立
さ
せ
る
時
期
が
、

こ
の
明
和
七
年
頃
以
降
の
西
村
屋
版
の
浮
絵
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
豊
春

が
中
国
系
眼
鏡
絵
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
銅
版
画
（
眼
鏡
絵
等
）
を
学
習
で
き
る
環
境
に

い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
、
漠
然
と
西
洋
志
向
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
付
さ
れ
て

き
た
豊
春
で
あ
る
が
、
豊
春
の
浮
絵
に
み
ら
れ
る
先
駆
性
は
、
ど
の
よ
う
な
文
化
的
環

境
、
あ
る
い
は
人
的
交
流
、
学
習
状
況
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

論
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
豊
春
の
交
友
圏
に
着
目
し
な
が
ら
論

を
進
め
て
み
た
い
。

（
ⅲ
）豊
春
と
酒
井
家

「
哥
川
豊
春
は
予
か
酒
友
な
り 

其
門
豊
国
其
門
国
政 

う
つ
き
十
五
日
を
卜
し

て
河
内
屋
に
て
画
会
せ
し
時 

予
も
酔
画
し
侍
る　

享
和
二 

四
月
」

こ
れ
は
相
見
香
雨
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
『
酒
井
仲
遺
稿
抄
』
中
の
一（

註
９
）節

で
あ

る
。「
酒
井
仲
」
は
、
三
代
目
伊
勢
崎
藩
主
酒
井
忠た

だ
は
る温
の
三
男
忠
輔
（
一
七
七
〇
〜

一
八
三
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
父
・
忠
温
は
、
酒
井
宗
家
雅
楽
頭
忠た

だ
す
み恭
（
初
代
播
磨
姫

路
藩
主
）
の
四
男
で
、
別
家
し
た
伊
勢
崎
酒
井
家
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
。
こ
の
忠
温

の
実
兄
に
宗
家
の
忠た

だ
も
ち仰
が
お
り
、
そ
の
嫡
男
忠た

だ
ざ
ね以
（
二
代
目
播
磨
姫
路
藩
主
）
と
次
男

図11　歌川豊春　「浮絵阿蘭陀国東南湊図」
　　　神戸市立博物館

図10　歌川豊春　「浮絵阿蘭陀雪見之図」
　　　神戸市立博物館
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忠た
だ
な
お因
は
、
忠
輔
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
周
知
の
と
お
り
、
忠
以
は
、
大
名
茶
人
と
し
て

も
知
ら
れ
る
酒
井
宗
雅
（
一
七
五
六
〜
九
〇
）
で
あ
り
、
忠
因
は
、
江
戸
琳
派
を
創
始

し
た
酒
井
抱
一（
一
七
六
一
〜
一
八
二
八
）で
あ
る
。

こ
の
酒
井
仲
（
忠
輔
）
の
遺
稿
は
、
所
々
に
み
ら
れ
る
年
紀
か
ら
、
お
よ
そ
享
和
〜

文
化
年
間
（
一
八
〇
一
〜
一
八
一
八
）
頃
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
は
、

主
に
酒
井
仲
の
交
友
の
中
で
詠
ま
れ
た
狂
歌
の
稿
本
と
い
っ
た
体
裁
で
、
酒
井
仲
が
交

遊
し
た
風
流
大
名
、
戯
作
者
、
狂
歌
師
、
俳
人
、
絵
師
、
遊
女
、
妓
楼
主
人
等
と
の
交

流
が
示
さ
れ
、
当
時
の
大
名
階
級
に
属
し
、
風
流
趣
味
に
興
じ
た
有
閑
公
子
の
日
常
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
浮
世
絵
師
・
豊
春
が
登
場
す
る
こ
の
一
節
は
、
酒
井
家
と
豊
春
と
の

関
連
を
探
る
文
脈
で
触

）
10

（
註

れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
酒
井
抱
一
が
光
琳
風
に
傾
く
以
前
、

二
十
代
の
頃
に
あ
た
る
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
八
九
）
に
、
明
ら
か
な
豊
春
風
の
作

品
や
、
豊
春
作
品
を
明
確
に
下
敷
き
に
し
た
肉
筆
美
人
画（
図
12
、
13
）を
制
作
し
て
お

り
、
酒
井
抱
一
が
豊
春
の
絵
画
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
考

）
11

（
註

え
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
明
確
な
資
料
等
が
、
様
式
的
関
連
を
示
す
肉
筆
画
以
外
に

見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
た
め
、
酒
井
仲
と
豊
春
の
間
に
、
酒
を
呑
む

よ
う
な
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
の
一
節
は
、
豊
春
と
酒
井
家
、
ひ
い
て
は
酒
井

抱
一
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
証
を
す
す
め
て
い
く
う
え
で
非
常
に
興
味
深
い
一
節
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
酒
井
仲
の
遺
稿
に
は
、
酒
井
抱
一
の
名
は
偶
然
書
き
留
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
兄
の
酒
井
宗
雅
は
当
然
な
が
ら
登
場
す
る
し
、
大
文
字
屋
加
保
茶
元
成
、
扇
屋

墨
河
な
ど
、
酒
井
抱
一
と
関
係
の
深
い
吉
原
の
妓
楼
主
人
、
狂
歌
師
、
遊
女
た
ち
の
名

も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
酒
井
仲
が
、
同
じ
よ
う
な
芸
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
身
を
置
き
、

従
兄
弟
に
あ
た
る
宗
雅
や
抱
一
と
の
交
遊
も
頻
繁
に
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ま
た
、
酒
井
宗
雅
と
抱
一
が
生
ま
れ
た
酒
井
雅
楽
頭
家
は
、
江
戸
時
代
の
大
名
家
の

中
で
も
、
徳
川
将
軍
家
と
は
三
河
以
来
の
最
も
古
い
親
戚
で
あ
り
、
譜
代
大
名
家
の
中

で
も
最
古
参
の
家
柄
と
し
て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
有
力
大
名
家
と
し
て
知
ら
れ
、
風
流
人

で
あ
る
宗
雅
を
中
心
に
、
こ
の
酒
井
雅
楽
頭
家
の
江
戸
藩
邸
は
サ
ロ
ン
と
で
も
い
う
べ

き
状
況
を
呈
し
て
い
た
。
様
々
な
学
者
、
文
化
人
、
絵
師
等
が
出
入
り
し
て
い
た
こ
と

は
、
宗
雅
の
日
記
『
玄
武
日
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
文
献
資
料
等
が
示
し
て
い
る
。
豊

春
が
そ
も
そ
も
酒
井
雅
楽
頭
家
の
芸
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
身
を
置
い
て
活
動
し
て
い
た

と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
中
で
自
然
と
、
酒
井
仲
と
の
交
遊
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
と
み

る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

未
だ
に
決
定
的
な
資
料
は
な
い
も
の
の
、
特
に
大
名
俳
諧
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
酒
井
家
に
集
う
文
化
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
い
く
と
き
、
浮
世
絵
師
・
豊
春
の
影

が
や
や
濃
厚
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
項
で
み

て
い
き
た
い
。

図12　歌川豊春　「松風村雨図」
　　　太田記念美術館

図13　酒井抱一　「松風村雨図」
　　　天明５年（1785）
　　　細見美術館
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（
ⅳ
）酒
井
家
の
サ
ロ
ン
│
絵
師
、
蘭
学
者
の
か
か
わ
り

文
武
両
道
を
旨
と
し
た
酒
井
雅
楽
頭
家
に
は
、
と
く
に
文
芸
を
愛
好
す
る
家
風
が

代
々
あ
り
、
絵
画
に
も
造
詣
の
あ
る
人
物
が
多
く
存
在
し
た
。
そ
れ
を
証
左
す
る
よ
う

に
、
晩
年
の
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
〜
一
七
一
六
）
が
江
戸
に
下
っ
た
時
、
酒
井
家
に

伺
候
し
た
と
い
う
伝
承
が
知
ら
れ
る
他
、
宗
雅
の
祖
父
に
あ
た
る
忠
恭
の
時
代
に
は
、

京
都
の
文
人
画
家
・
池
大
雅（
一
七
二
三
〜
七
六
）が
伺
候
し
た
と
い
う
記

）
12

（
註

録
も
あ
る
。

宗
雅
や
抱
一
の
時
代
に
は
、
狩
野
永
徳
高
信
な
ど
の
徳
川
将
軍
家
の
御
用
絵
師
た

ち
の
他
に
、
当
時
、
長
崎
か
ら
入
っ
て
き
た
細
密
で
華
麗
な
中
国
の
沈
南
蘋
風
の

花
鳥
画
を
江
戸
で
広
め
て
い
た
宋
紫
石
（
一
七
一
五
〜
八
六
）、
紫
山
（
一
七
三
三
〜

一
八
〇
五
）
父
子
が
酒
井
家
に
出
入
り
し
、
藩
邸
で
の
席
画
や
宗
雅
の
茶
事
に
伺
候
し

て
い
た
こ
と
が
、
宗
雅
の
『
玄
武
日
記
』（
安
永
五
〜
寛
政
二
、一
七
七
六
〜
一
七
九
〇

ま
で
の
日
記
）等
の
記
録
か
ら
判

）
13

（
註

明
す
る
。

沈
南
蘋
は
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
か
ら
二
年
間
ほ
ど
長
崎
に
滞
在
し
、
唯
一

の
直
弟
子
と
な
っ
た
熊
斐
（
一
七
一
二
〜
七
三
）
に
画
法
を
伝
え
て
お
り
、
江
戸
で
生

ま
れ
た
宋
紫
石
こ
と
楠
本
幸
八
郎
は
、
宝
暦
年
間
に
長
崎
に
行
っ
て
こ
の
熊
斐
に
ま
ず

師
事
し
、
さ
ら
に
ち
ょ
う
ど
来
日
し
て
い
た
清
の
画
家
・
宋
紫
岩
に
画
法
を
伝
授
さ
れ

て
か
ら
宋
紫
石
と
名
乗
っ
た
。
生
々
し
い
ほ
ど
に
精
緻
で
細
密
な
描
写
、
ま
た
極
彩
色

を
用
い
た
華
麗
な
南
蘋
風
の
花
鳥
画
は
、
中
国
の
新
奇
な
ス
タ
イ
ル
と
し
て
日
本
の
画

壇
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
宋
紫
石
・
紫
山
父
子
は
、
こ
う
し
た
花
鳥

画
の
ス
タ
イ
ル
を
江
戸
で
普
及
さ
せ
て
人
気
を
得
た
絵
師
で
あ
っ
た
。

玉
蟲
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宋
紫
石
・
紫
山
父
子
は
、
酒
井
家
に
出
入
り
す
る
以

前
、
も
と
大
和
郡
山
藩
主
の
柳
澤
信の

ぶ
と
き鴻
（
一
七
二
四
〜
九
二
）
の
も
と
に
伺
候
し
、
お

抱
え
絵
師
と
で
も
い
う
べ
き
交
流
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
信
鴻
の
自
筆
日
記
『
宴
遊
日

記
』
に
見

）
14

（
註

出
さ
れ
る
。
柳
澤
家
と
酒
井
家
は
、
信
鴻
の
父
・
吉
里
に
、
酒
井
雅
楽
頭
家

五
代
の
忠た

だ
た
か挙
の
息
女
頼
子
が
輿
入
れ
し
た
姻
戚
関
係
に
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
宗
雅
と
信

鴻
は
、
大
名
俳
諧
や
茶
事
を
通
じ
て
か
な
り
密
接
な
交
遊
を
も
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
宗

雅
と
抱
一
の
母
方
の
叔
父
に
あ
た
り
、
親
し
い
俳
諧
仲
間
で
あ
っ
た
三
河
西
尾
藩
主
四

代
の
松
平
乘の

り
さ
だ完
（
一
七
五
二
〜
九
三
）
は
、
宋
紫
石
の
『
古
今
画
藪
』
に
序
文
を
寄
せ
た

人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
、
し
か
も
殿
様
芸
の
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
る
細
密
濃
彩
の

長
崎
派
風
の
草
花
図
が
展
覧
会
等
で
紹

）
15

（
註

介
さ
れ
て
お
り
、
乘
完
が
宋
紫
石
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

宋
紫
石
・
紫
山
父
子
が
、
酒
井
家
の
サ
ロ
ン
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
も
、

こ
う
し
た
姻
戚
関
係
や
、
大
名
俳
諧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
繋
が
り
か
ら
自
然
に
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
宋
紫
石
が
蘭
学
者
た
ち
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
紫
石
が
江
戸
に
戻
っ
た
の
は
、
宝
暦
十
三
年（
一
七
六
三
）頃
で
あ
り
、

図14　『ヨンストン動物図譜』
　　　ライオン図
　　　ヨハン・ヨンストン
　　　1649～53年出版
　　　神戸市立博物館

図15　宋紫石「獅子図」
　　　明和５年（1768）
　　　大和文華館
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同
年
、
江
戸
で
平
賀
源
内
（
一
七
二
八
〜
八
〇
）
が
出
版
し
た
博
物
学
書
『
物
類
品
隲
』

の
付
図
「
産
物
図
絵
」
を
描
い
て
お
り
、
さ
ら
に
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
は
、
平
賀

源
内
が
入
手
し
た
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
輸
入
蘭
書
『
ヨ
ン
ス
ト
ン
動
物
図
譜
』（
一
六
六
〇

年
刊
）の
ラ
イ
オ
ン
の
図
を
も
と
に
し
て「
獅
子
図
」（
大
和
文
華
館
）を
描

）
16

（
註

い
て
い
る（
図

14
、
15
）。
ま
た
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
は
、
作
画
の
手
引
書
と
も
い
え
る
『
古
今

画
藪
』
を
宋
紫
石
自
身
が
刊
行
す
る
際
に
、
同
動
物
図
譜
か
ら
写
し
取
っ
た
十
二
種
も

の
珍
獣
を
入
れ
て
い
る
。
宋
紫
石
は
、
平
賀
源
内
の
出
版
を
手
伝
う
関
係
に
あ
り
、
ま

た
源
内
所
持
の
蘭
書
に
学
ば
せ
て
も
ら
う
機
会
が
あ
っ
た
。

宋
紫
石
と
源
内
、
源
内
と
交
友
が
あ
る
杉
田
玄
白
（
一
七
三
三
〜
一
八
一
七
）
ら
蘭

学
者
グ
ル
ー
プ
、
源
内
の
弟
子
に
な
り
『
解
体
新
書
』
の
挿
図
（
図
16
）
を
担
当
し
た

秋
田
藩
士
の
小
田
野
直
武
（
一
七
四
九
〜
八
〇
）、
宋
紫
石
の
弟
子
に
な
る
司
馬
江
漢

（
一
七
四
七
〜
一
八
一
八
）
と
い
っ
た
西
洋
を
志
向
し
た
人
物
た
ち
の
繋
が
り
が
み
え

て
く
る
。

こ
う
し
た
繋
が
り
の
内
に
い
た
蘭
学
者
の
中
で
、
酒
井
家
と
親
し
い
交
流
を
も
っ
た

人
物
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
解
体
新
書
』
を
杉
田
玄
白
ら
と
翻
訳
し
た
蘭
方
医

の
桂
川
甫
周（
一
七
五
一
〜
一
八
〇
九
）と
、そ
の
弟
の
蘭
学
者
森
島
中
良（
一
七
五
六
？

〜
一
八
一
〇
）で
あ
る
。

桂
川
甫
周
は
、
宗
雅
の
茶
会
記
『
逾
好
日
記
』（
天
明
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
の
茶

会
記
）や『
玄
武
日
記
』に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
友
人
で
あ
り
、
茶
事
や
俳
諧
を
通
じ
て

か
な
り
親
し
い
交

）
17

（
註

友
が
あ
っ
た
。
弟
の
森
島
中
良
は
、
戯
作
者
、
浄
瑠
璃
作
者
と
し
て

福
内
鬼
外
、
風
来
山
人
と
号
し
た
平
賀
源
内
の
弟
子
で
あ
り
、
戯
作
者
と
し
て
は
、
万

象
亭
、
二
代
目
風
来
山
人
な
ど
と
号
し
た
人
物
。
玉
蟲
氏
は
『
玄
武
日
記
』
天
明
四
年

十
月
の
記
録
に
、
桂
川
甫
周
と
森
島
中
良
が
二
人
揃
っ
て
宗
雅
の
元
を
訪
れ
て
い
る
記

述
が
あ
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
て
お
り
、
特
に
戯
作
者
で
も
あ
る
森
島
中
良
と
酒
井
家
と

の
繋
が
り
は
、
若
き
酒
井
抱
一
が
兄
宗
雅
の
あ
る
程
度
の
公
認
の
元
、
戯
作
界
で
活
動

で
き
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
録
で
あ
る
、
と
い
う
文
脈
で
取

）
18

（
註

り
上
げ
て
い
る
。

こ
の
森
島
中
良
に
つ
い
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
酒
井
宗
雅
、
抱
一
と
従
兄
弟
に
あ
た

る
酒
井
仲
の
遺
稿
中
に
も
仲
と
の
交
遊
を
示
す
次
の
よ
う
な
記

）
19

（
註

事
が
見
出
さ
れ
る
。

享
和
元
年 

築
地
の
竹
杖
□
□
と
木
挽
町
の
戯
場
へ
お
も
む
き
岩
井
粂
三
か
道
成

寺
初
て
の
所
作
を
見
物
し
て
後 

茶
屋
へ
ま
ね
き
て
一
首
を
乞
け
る
時

花
ま
て
も 

ひ
い
き
に
つ
れ
て 

こ
び
き
町 

岩
井
か
娘 

道
成
寺
に
は

同
年
万
象
亭
風
来
山
人
と
改
名
せ
ら
れ
し
賀
し
ま
い
ら
す
る
と
て

あ
ま
く
た
り 

給
ふ
か
地
か
ら
涌
た
る
か 

初
代
に
ま
さ
る 

風
来
山
人

「
竹
杖
□
□
」は
、「
竹
杖
為
軽
」と
い
う
森
島
中
良
の
狂
歌
師
と
し
て
の
号
で
あ
ろ
う
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
、
酒
井
仲
は
森
島
中
良
と
、
木
挽
町
へ
岩
井
粂
三
郎
演
じ

る
道
成
寺
の
芝
居
を
見
に
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
、
師
の
平
賀
源
内
の
号
を
引

き
継
い
で
、
風
来
山
人
と
改
名
し
た
こ
と
も
わ
か
り
、
そ
の
祝
い
の
歌
が
記
さ
れ
て
い

る
。
酒
井
仲
は
森
島
中
良
と
と
も
に
芝
居
見
物
に
行
く
と
い
う
か
な
り
親
し
い
間
柄
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
酒
井
仲
が
こ
の
遺
稿
中
で
「
哥

図16　小田野直武原画
　　　杉田玄白他訳 『解体新書』
　　　安永３年（1774）
　　　神戸市立博物館
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川
豊
春
は
予
か
酒
友
な
り
」
と
書
き
留
め
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
が
、
森
島
中

良
も
、
そ
の
随
筆
『
反
古
籠
』（
文
化
五
年
頃
成
立
）
中
に
「
浮
絵
は
豊
国
が
師 

歌
川
豊

春
が
書
た
る
を
妙
と
せ
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
な
ど
、
豊
春
の
存
在
は
当
然
な
が
ら

知
っ
て
い
た
。
ま
だ
か
な
り
遠
い
距
離
か
ら
の
推
測
に
な
る
が
、
歌
川
豊
春
は
、
お
そ

ら
く
こ
の
酒
井
家
に
か
か
わ
る
芸
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
い
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
こ
ま
で
、
酒
井
家
を
め
ぐ
る
大
名
茶
や
大
名
俳
諧
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
、
ど

の
よ
う
な
文
化
人
た
ち
が
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
み
て
き
た
が
、
特
に
、
蘭
学
の
興

隆
を
背
景
と
し
た
人
的
交
流
、
す
な
わ
ち
平
賀
源
内
と
繋
が
り
の
あ
る
宋
紫
石
・
紫
山

父
子
を
端
緒
と
し
た
、
蘭
学
者
た
ち
と
の
交
友
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

例
え
ば
、
酒
井
宗
雅
が
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
描
い
た
「
富
嶽
図
」（
図
17
）
は
、

近
景
に
松
を
配
し
て
そ
の
奥
の
遠
景
に
立
体
的
な
描
写
に
よ
る
富
士
を
描
い
て
お
り
、

西
洋
銅
版
画
な
ど
の
写
実
的
な
表
現
を
参
考
に
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
う
し

た
作
例
が
示
す
よ
う
に
、
酒
井
宗
雅
は
、
宋
紫
石
や
紫
石
と
通
じ
た
蘭
学
者
ら
と
の
間

に
、
様
々
な
情
報
交
換
の
場
を
持
ち
得
た
は
ず
で
あ
る
。
歌
川
豊
春
が
こ
う
し
た
酒
井

宗
雅
の
サ
ロ
ン
に
顔
を
出
す

こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
豊

春
の
浮
絵
な
ど
に
応
用
さ
れ

た
、
よ
り
自
然
な
透
視
図
法
の

成
立
背
景
に
、
こ
う
し
た
大
名

家
サ
ロ
ン
に
お
け
る
交
流
、
情

報
交
換
、
輸
入
さ
れ
た
最
新
の

西
洋
画
等
の
閲
覧
提
供
等
が

あ
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る

だ
ろ
う
。

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
を

境
と
し
て
、
宗
雅
の
『
玄
武
日
記
』
に
は
、
宋
紫
石
の
名
は
記
述
さ
れ
な
く
な
り
、
同

六
年
に
紫
石
は
歿
す
る
。
こ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
青
年
と
な
っ
た
二
十
代
の
若

き
酒
井
抱
一
が
、
歌
川
豊
春
の
様
式
に
学
ん
だ
、
吉
原
の
遊
女
な
ど
を
描
い
た
肉
筆
美

人
画
を
描
き
出
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
た
素
朴
な
疑
問
が
甦
っ
て
く
る

が
、
歌
川
豊
春
は
酒
井
家
に
出
入
り
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

近
年
、『
松
友
雅
詠
』
と
い
う
常
陸
国
土
浦
藩
四
代
藩
主
・
土
屋
篤
直
の
母
親
の

七
十
歳
を
祝
う
祝
賀
集
が
真
田
神
宝
館
の
企
画
展
で
紹

）
20

（
註

介
さ
れ
た
。
本
書
は
菊
花
と

「
壽
」
文
字
の
箔
押
し
奉
書
紙
を
も
ち
い
た
多
色
摺
の
大
型
本
で
あ
り
、
儒
者
の
関
脩

齢
の
序
に
よ
れ
ば
、「
天
明
二
年
夏
五
月
」
に
成
立
し
て
い
る
。
祝
賀
歌
は
六
代
藩
主

泰
直
（
一
七
六
八
〜
九
〇
）
を
筆
頭
に
、
七
代
英
直
（
一
七
六
九
〜
一
八
〇
三
）
と
つ
づ

き
、妻
子
や
家
臣
ら
と
思
わ
れ
る
人
々
の
二
百
を
超
え
る
祝
賀
歌（
和
歌
、俳
諧
、漢
詩
）

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
発
句
に
は
「
秀
井
」
と
い
う
号
を
も
っ
た
三
河
西
尾
藩
主
・
松

平
乘
完
を
は
じ
め
、「
菊
貫
」
と
い
う
号
を
も
っ
て
い
た
信
濃
松
代
藩
六
代
藩
主
・
真

田
幸
弘
（
一
七
四
〇
〜
一
八
一
五
）
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
贅
沢
な
祝
賀
集

の
表
紙
と
そ
の
見
返
に
あ
る
「
老
松
と
鶴
」
の
絵
を

担
当
し
た
の
が
歌
川
豊
春
で
あ
っ
た
（
図
18
）。
尚
、

十
九
丁
表
・
裏
に「
桐
鳥
」と
い
う
絵
師
の「
鶴
と
松
」

の
挿

）
21

（
註

絵
、
さ
ら
に
裏
表
紙
に
は
江
戸
小
川
町
の
旗
本

土
屋
家
の
浪
人
で
あ
っ
た
と
い
う
浮
世
絵
師
・
磯
田

湖
龍
斎
の「
亀
に
寿
老
人
図
」が
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
発
句
を
寄
せ
て
い
る
松
平
乘

完
は
、
酒
井
宗
雅
や
抱
一
ら
の
親
し
い
俳
諧
仲
間
で

あ
り
、
母
方
の
叔
父
に
あ
た
る
親
戚
で
も
あ
る
。
ま

た
同
じ
く
発
句
を
寄
せ
た
真
田
幸
弘
は
、
そ
の
叔
父

に
あ
た
る
米
翁
こ
と
柳
澤
信
鴻
と
頻
繁
に
俳
諧
を
通

図18　歌川豊春画『松友雅詠』表紙見返絵
　　　天明２年（1782）　真田宝物館

図17　酒井宗雅「富嶽図」　安永４年（1775）
　　　姫路城管理事務所
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じ
た
交

）
22

（
註

友
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
柳
澤
信
鴻
や
酒
井
宗
雅
と
の
姻
戚
関
係
や
、
大
名
俳
諧

の
芸
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
親
し
く
繋
が
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
。

こ
の
土
浦
藩
あ
げ
て
の
贅
沢
な
祝
賀
集
の
出
版
に
お
い
て
、
表
紙
と
そ
の
見
返
絵
を

担
当
し
た
豊
春
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
筋
か
ら
の
推
挙
が
あ
っ
た
の
か
は
想
像
の

域
を
出
な
い
が
、
本
書
が
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
五
月
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

豊
春
が
天
明
初
年
頃
ま
で
に
は
、
こ
う
し
た
大
名
俳
諧
の
中
心
的
な
人
物
、
信
鴻
や
宗

雅
ら
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
サ
ロ
ン
と
の
紐
帯
を
強
く
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想

像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
の
延
長
線
上
に
、
酒
井
抱
一
と
の
接
点
が
生
ま

れ
た
可
能
性
も
高
い
だ
ろ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
豊
春
に
関
す
る
資
料
と
、
酒
井
家
の
芸
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
か
か
わ
る
人
的
交
流
を
敷
衍
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
が
、
豊
春
の
交
友
圏
や
そ
の

浮
世
絵
師
と
し
て
の
活
動
の
基
盤
が
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
近
し
い
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
豊
春
の
浮
絵
の
先
駆
性
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
文
化

的
環
境
が
寄
与
し
た
側
面
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
今
後
も
具
体
的
な
資
料
を
も
と
に
、

先
述
し
た
交
友
圏
に
お
け
る
人
的
交
流
の
実
態
把
握
を
進
め
、
作
品
制
作
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
更
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

二
、
豊
春
の
肉
筆
浮
世
絵

歌
川
豊
春
は
、
そ
の
画
歴
の
後
半
、
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
八
九
）
以
降
は
、
浮

絵
な
ど
の
版
画
制
作
か
ら
ほ
ぼ
離
れ
、
肉
筆
美
人
画
の
制
作
に
専
心
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
豊
春
の
画
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
浮
絵
の
功
績
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
が
、
豊
春
は
か
な
り
の
数
の
肉
筆
画
、
特
に
主
題
と
し
て
は
肉
筆
美
人
画
を
多
く

描
い
て
い
る
。
不
特
定
の
購
買
層
を
想
定
す
る
版
画
と
異
な
り
、
あ
る
特
定
の
享
受
者

を
想
定
し
て
描
く
こ
と
が
多
い
一
点
も
の
の
肉
筆
画
の
制
作
は
、
豊
春
の
浮
世
絵
師
と

し
て
の
特
性
や
、
そ
の
交
友
圏
、
絵
師
と
し
て
の
活
動
状
況
等
を
考
え
て
い
く
上
で
、

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
側
面
と
な
る
。

近
年
、
豊
春
の
新
出
の
肉
筆
画
と
し
て
、
壮
大
な
大
名
庭
園
と
そ
の
屋
敷
を
想
起

さ
せ
る
二
曲
一
隻
の
風
炉
先
屏
風
「
邸
内
婦
女
遊
楽
図
」（
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
縦
六
七
・
四
×
横
一
七
八
・
八
㎝
）
が
内
藤
正
人
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
ま

た
樋
口
一
貴
氏
に
よ
っ
て
六
曲
一
隻
の
中
屏
風
「
新
吉
原
春
景
図
屏
風
」（
個
人
蔵
、
縦

九
三
・
六
×
横
二
五
七
・
四
㎝
）な
ど
が
相
次
い
で
紹

）
23

（
註

介
さ
れ
て
い
る
。

錦
絵
誕
生
以
来
、
通
常
浮
世
絵
師
が
手
掛
け
る
作
品
は
、
庶
民
購
買
層
や
鑑
賞
空
間

を
想
定
し
て
、
比
較
的
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
絵
画
が
主
流
と
な
っ
て
き
た
が
、
豊
春
が
手

掛
け
る
肉
筆
浮
世
絵
の
作
品
は
、
そ
う
し
た
浮
世
絵
一
般
の
概
念
か
ら
す
る
と
、
大

図19　歌川豊春「新吉原玉屋の張見世図屏風」
　　　大英博物館

図20　歌川豊春「江戸両国橋の景」
　　　フリーア美術館
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型
の
部
類
に
属
す
る
も
の
が
多
い
。
豊
春
の
現
存
作
例
の
中
で
、
最
大
の
六
曲
屏
風

「
新
吉
原
玉
屋
の
張
見
世
図
屏
風
」（
大
英
博
物
館
、
図
19
）
は
、
縦
一
四
四
・
一
×
横

三
一
四
・
六
㎝
と
い
う
大
画
面
屏
風
で
あ
る
。
他
に
も
大
幅
を
あ
げ
る
と
、「
江
戸
両
国

橋
の
景
」（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
、
縦
七
二
・
六
×
横
一
八
六
・
〇
㎝
、
図
20
）、「
遊
女
後

姿
図
」（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
、
縦
一
四
四
・
七
×
横
八
八
・
三
㎝
、
図
21
）、「
遊
女
と
禿

図
」（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
、
一
二
五
・
三
×
五
二
・
七
㎝
、
図
22
）、「
冬
景
遊
楽
図
」（
フ

リ
ー
ア
美
術
館
、
縦
五
二
・
九
×
横
九
六
・
六
㎝
、
図
23
）、「
向
島
行
楽
図
」（
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
、
縦
六
六
・
二
×
横
一
二
二
・
〇
㎝
、
図
24
）、「
観
梅
図
」（
大
分
県
立
美
術
館
、

五
五
・
〇
×
一
一
四
・
〇
㎝
、
口
絵
）

な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
ま
た
「
遊

女
雛
鶴
図
」（
個
人
蔵
）
に
は
、
縦

一
六
一
・
五
×
横
八
四
・
二
㎝
と
い

う
ほ
ぼ
等
身
大
と
も
い
え
る
サ
イ

ズ
に
、
吉
原
丁
子
屋
の
人
気
遊
女
雛

鶴
が
描

）
24

（
註

き
出
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
大
画
面
、
大
幅
作
品
が

描
か
れ
た
背
景
に
、
豊
春
が
人
形
浄

瑠
璃
の
看
板
絵
を
手
掛
け
て
い
た

と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
が
想

）
25

（
註

起

さ
れ
、
豊
春
に
と
っ
て
そ
う
し
た
大

画
面
へ
の
親
近
は
、
看
板
絵
制
作
の

経
験
か
ら
発
想
さ
れ
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
贅

沢
な
極
彩
色
大
画
面
の
一
点
も
の

図21　歌川豊春「遊女後姿図」
　　　フリーア美術館

図22　歌川豊春「遊女と禿図」
　　　フリーア美術館

図23　歌川豊春「冬景遊楽図」フリーア美術館

図24　歌川豊春「向島行楽図」ボストン美術館
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の
肉
筆
美
人
画
は
、
お
そ
ら
く
富
裕
な
豪
商
や
、
大
名
階
級
と
い
っ
た
特
定
の
享
受
者

層
に
向
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
藤
正
人
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
、
大
名
な
ど
の
上
流
階
級
の
生
活
の
場
に
、
錦
絵
や
肉
筆
浮
世
絵
の
鑑
賞
が
浸

透
し
て
い
る
こ
と
や
、
大
名
や
将
軍
、
そ
し
て
天
皇
ま
で
も
が
私
的
に
愛
玩
し
た
肉
筆

浮
世
絵
が
存
在
す
る
こ
と
が
明

）
26

（
註

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
天
明
期
（
一
七
八
一
〜
八
九
）

に
至
っ
た
円
熟
期
の
豊
春
は
、
す
で
に
浮
絵
で
評
判
と
な
っ
た
人
気
浮
世
絵
師
で
あ
り
、

勝
川
春
章
な
ど
往
時
の
人
気
浮
世
絵
師
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
名
家
な
ど
の
上

流
階
級
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
な
が
ら
、
富
裕
層
や
特
権
階
級
を
相
手
に
、
浮

世
絵
師
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
で
き
る〝
肉
筆
画
〞で
勝
負
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
ら
か
で
豊
か
な
量
感
を
示
す
身
体
表
現
、
繊
細
か
つ
緻
密
な
極
彩
色
に
よ
る
衣
服

等
の
質
感
の
描
写
は
、
い
ず
れ
も
円
熟
期
の
豊
春
の
絵
師
と
し
て
の
腕
の
良
さ
を
如
実

に
示
し
て
お
り
、
充
実
し
た
肉
筆
画
の
遺
品
の
多
さ
か
ら
し
て
も
、
豊
春
が
こ
う
し
た

贅
沢
を
極
め
た
一
点
も
の
の
美
人
画
を
愛
玩
す
る
一
定
の
享
受
者
層
と
繋
が
り
を
も
ち
、

こ
の
分
野
に
お
い
て
も
突
出
し
た
活
躍
を
見
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
了
解
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

三
、
豊
春
筆「
観
梅
図
」の
詳
細

歌
川
豊
春
の
肉
筆
美
人
画
の
実
作
例
と
し
て
、
当
館
が
所
蔵
す
る
豊
春
の
代
表
作
の

一
つ
「
観
梅
図
」（
絹
本
着
色
、
一
幅
、
法
量
縦
五
五
・
〇
×
横
一
一
四
・
〇
㎝
）
の
詳
細

を
報
告
し
て
お
き
た
い
。
本
作
品
は
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
る
以
前
は
、
臼
杵
藩
士
の
家

に
伝
わ
っ
て
い
た
作
品
で
あ
り
、
豊
春
の
豊
後
臼
杵
出
身
説
を
暗
示
的
に
物
語
る
よ
う

で
興
味
深
く
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
観
梅
図
」
の
内
容
の
紹
介
を
通
し
て
、
豊
春
の

肉
筆
画
に
お
け
る
表
現
の
特
性
を
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

豊
春
筆
「
観
梅
図
」（
口
絵
１
）
は
、
春
先
の
屋
外
で
、
観
梅
に
で
も
興
じ
よ
う
と
行

楽
に
出
て
き
た
多
様
な
人
々
を
描
い
て
い
る
。
花
を
咲
か
せ
る
立
派
な
枝
ぶ
り
の
老
梅

図25－１ 歌川豊春｢観梅図｣(部分)
 大分県立美術館

図25－2　｢観梅図｣(部分)
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樹
を
背
景
に
、
九
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
容
姿
か
ら
、
こ
れ
ら
人
物
を
四

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
み
る
と
、
画
面
左
か
ら
、
子
供
の
物
売
り
と
旅
人
、
子
連
れ

の
良
家
の
女
性
、
煙
管
を
も
つ
粋
な
女
性
、
武
士
と
そ
の
付
き
人
、
と
い
う
組

）
27

（
註

み
合
わ

せ
と
な
ろ
う（
図
25
）。

煙
管
を
も
つ
粋
な
女
性
や
、
武
士
の
姿
態
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
所
蔵
す
る
豊
春

筆
「
向
島
行
楽
図
」
中
に
み
え
る
同
種
の
人
物
と
近
似
し
て
い
る
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

本
は
、
江
戸
の
行
楽
地
で
あ
っ
た
向
島
の
情
景
を
描
い
て
お
り
、
こ
の
近
隣
に
は
梅
の

名
所
「
亀
戸
梅
屋
敷
」
が
あ
っ
た
。
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
が
模
写
し
て

い
る
こ
と
で
も
有
名
な
広
重
の
風
景
版
画「
名
所
江
戸
百
景
」（
図
26
）の
題
材
と
も
な
っ

て
い
る
が
、
人
々
は
「
観
梅
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
、
籬
で
囲
ま
れ
た
庭
園
の
梅
を
み

れ
ば
、
そ
れ
が
亀
戸
梅
屋
敷
の
梅
の
名
所
を
描
い
た
も
の
と
自
然
と
連
想
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
観
梅
図
」は「
向
島
行
楽
図
」と
趣
向
の
近
い
、

隅
田
川
近
く
の
江
戸
の
名
所
を
連
想
さ
せ
る
行
楽
図
と
も
い
え
る
。

ど
の
人
物
の
描
写
も
緻
密
に
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
、
例
え
ば
中
央
で
扇
を
手
に
し

た
女
性
を
見
て
み
る
と
、
裕
福
な
良
家
の
婦
人
と
い
っ
た
風
情
で
、
黒
い
着
物
に
あ
し

ら
わ
れ
た
桐
紋
様
や
、
帯
に
み
ら
れ
る
紗
綾
形
紋
様
や
水
車
紋
様
に
も
神
経
の
行
き
届

い
た
緻
密
な
描
写
が
見
て
取
れ
る（
図
27
）。

ま
た
古
賀
道
夫
氏
が
指

）
28
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摘
す
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
女
性
の
長
襦
袢
の
襟
に
塗
ら
れ

た
白
の
胡
粉
の
み
に
は
、
雲
母
が
混
ぜ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
が
し
っ
と
り

と
光
沢
を
効
か
せ
た
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
気
品
を
放
っ
て
い
る
。
全
体
を
見
渡
し
て

も
、
色
と
り
ど
り
の
人
物
表
現
は
、
決
し
て
華
美
に
流
れ
て
品
格
を
落
と
す
こ
と
な
く
、

色
感
に
す
ぐ
れ
た
豊
春
な
ら
で
は
の
感
覚
で
絶
妙
に
ま
と
め
ら
れ
、
嫋
や
か
な
仕
草
と

優
美
な
色
彩
が
相
ま
っ
て
、
香
気
に
満
ち
た
画
面
を
作
っ
て
い
る
。

署
名
は「
一
龍
齋
歌
川
豊
春
画
」、
印
章
は
白
文
方
印「
昌
樹
之
印
」が
捺
さ
れ
る（
図

28
）。
旧
箱
の
蓋
表
に
は
「
東
都
梅
屋
鋪
之
図　

歌
川
豐
春
畫
」
と
あ
り
、
蓋
裏
上
部
に

図25－3　｢観梅図｣(部分)

図25－4　｢観梅図｣(部分)
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「

寛
政
十

祀
戊
午
仲
春

廿
有
八
表

具
於
東
都
」、

蓋
裏
下
部
に

別
筆
に
よ
り

「
文
政
十
三

寅
年
八
月
拝

領　

梅
村
太

兵
衛
良
昌
」

と
あ
り
、
旧

箱
底
に
「
文

政
十
三
年
寅

八
月
拝
領　

梅
村
太
兵

衛
」、
ま
た

旧
箱
の
左
側

面
に
「
梅
村

太
兵
衛
」と
い
う
墨
書
が
あ
る
。

つ
ま
り
付
属
す
る
旧
箱
の
墨
書
に
よ
れ
ば
、「
観
梅
図
」は
、
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）

に
江
戸
で
表
装
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
作
品
の
制
作
年
と
近
い
の
か
ど
う

か
は
判
明
し
な
い
が
、
作
品
成
立
の
下
限
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
）、
表
装
さ
れ
て
か
ら
約
三
十
年
後
に
、「
梅
村
太
兵
衛
良
昌
」
と
い
う
人

物
が「
観
梅
図
」を「
拝
領
」し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
拝
領
」と
あ
る
の
で
、
通
常
は
藩

主
か
ら「
拝
領
」し
た
と
解
せ
る
で
あ
ろ
う
。

図26　歌川広重
　　　「名所江戸百景  亀戸梅屋敷」
　　　安政３～５年（1856～58）

図27　歌川豊春「観梅図」部分
　　　大分県立美術館

図28－１
「観梅図」落款印章

図28－２
「観梅図」旧箱蓋裏
上部

図28－３
「観梅図」旧箱蓋裏
下部
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梅
村
太
兵
衛
は
豊
後
臼
杵
藩
士
、
御
納
戸
方
を
務
め
た
人
物
で
、
藩
主
の
調
度
品
な

ど
を
管
理
し
た
人
物
で
あ
る
。「
観
梅
図
」は
臼
杵
の
同
家
に
伝
来
し
た
作
品
で
あ
る
。

豊
春
の
肉
筆
画
作
品
の
詳
細
な
編
年
作
業
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、「
観
梅
図
」

に
み
ら
れ
る
細
部
ま
で
に
神
経
の
行
き
届
い
た
描
写
力
か
ら
、
充
実
し
た
肉
筆
画
作
品

が
生
み
出
さ
れ
た
天
明
後
期
か
ら
寛
政
前
期
頃
の
豊
春
六
十
歳
前
後
の
円
熟
期
の
作
品

と
考
え
て
お
き
た
い
。

四
、
出
自
の
謎
│
結
び
に
か
え
て

歌
川
豊
春
は
謎
の
多
い
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
豊
春
は
、
酒
井
家
、
ひ
い
て
は
酒
井
抱

一
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
階
級
の
サ
ロ
ン
、
人
脈
等
と
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
明
ら
か
な
接
点
や
、
浮
世
絵
師
・
豊

春
を
形
成
し
て
い
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
の
詳
細
は
明
確
と
な
っ
て
い
な

い
。
た
だ
、
江
戸
に
お
い
て
相
当
な
人
気
浮
世
絵
師
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

何
ら
か
の
新
出
資
料
等
が
見
つ
か
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
う
し
た
豊
春
の
江
戸
で
の
動

向
や
事
績
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
け
ば
、
豊
春
の
前
半
生
に
か
か
わ
る
師
系
や
出
自

に
か
か
わ
る
、
さ
ら
な
る
検
討
材
料
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

決
定
的
で
は
な
い
に
し
ろ
、
先
学
諸
氏
の
豊
春
の
出
自
に
つ
い
て
の
考
証
が
あ
り
、

豊
後
臼
杵
出
身
説
が
、
現
在
、
最
も
有
力
な
説
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
た
め
、
最
後
に
こ

の
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

昭
和
初
期
、
臼
杵
出
身
説
を
は
じ
め
て
具
体
的
資
料
と
と
も
に
考
証
し
た
の
は
、
臼

杵
の
郷
土
史
家
で
あ
っ
た
久
多
羅
木
儀
一
郎
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
久
多
羅
木
氏
の
説
に

さ
ら
な
る
考
察
を
加
え
、
よ
り
現
実
的
な
解
釈
を
提
示
し
た
の
が
大

）
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沢
ま
こ
と
氏
で
あ

る
。
詳
細
は
、
各
氏
の
論
考
を
参
照
い
た
だ
く
と
し
て
、
そ
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

久
多
羅
木
氏
は
、『
宝
暦
以
来
小
侍
部
分
明
細
記
』、『
稲
葉
家
譜
（
泰
通
一
）』、『
田

原
系
図
』
等
の
史
料
か
ら
、
臼
杵
藩
の
御
用
絵
師
と
な
っ
た
初
代
土
師
元
雪
、
そ
し
て

嫡
男
で
あ
る
二
代
土
師
善
八
、
そ
し
て
三
代
土
師
権
十
郎
を
あ
げ
、
こ
の
三
代
目
が
明

和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
「
江
戸
欠
落
」
と
な
っ
て
お
り
、
二
代
善
八
が
隠
居
し
た
天
明

元
年（
一
七
八
一
）に
、
三
代
田
原
與
三
郎（
土
師
か
ら
田
原
と
改
名
、
権
十
郎
の
弟
か
）

の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
土
師
権
十
郎
を
歌
川
豊
春
の
前
身
と
推
定
し
た
。

ま
た
、
久
多
羅
木
氏
は
、
地
元
臼
杵
の
口
伝
に
、〝
豊
国
〞
の
生
家
が
、
御
用
絵
師

三
代
目
の
田
原
與
三
郎
の
子
孫
に
あ
た
る
田
原
雪す

す
ぐ

の
自
宅
で
あ
る
と
い
う
口
伝
を
あ
げ
、

そ
の
雪
の
子
・
武
太
郎
と
乳
兄
弟
の
関
係
か
ら
そ
の
家
を
譲
り
受
け
た
当
時
七
十
九
歳

で
あ
っ
た
林
田
芳
吉
翁
か
ら
の
直
接
の
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
林
田
翁
は

「
此
の
家
に
生
ま
れ
た
豊
国
は
、
書
い
て
は
な
ら
な
い
画
を
書
い
た
為
め
、
勘
当
と
な
っ

て
江
戸
に
出
た
が
、
後
に
天
下
に
謳
わ
れ
る
画
師
と
な
っ
た
と
伝
聞
す
る
」
と
話
し
た

と
い
う
。　

情
報
に
誤
伝
や
錯
綜
が
あ
っ
た
と
み
え
、〝
豊
春
〞で
は
な
く〝
豊
国
〞の
名
が
あ
が
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
豊
春
と
読
み
替
え
た
と
し
て
、
確
か
に
藩
の
公
式
記
録
に
「
江
戸

欠
落
」
と
あ
っ
た
土
師
権
十
郎
、
そ
の
子
孫
の
田
原
家
、
そ
し
て
林
田
翁
に
伝
わ
っ
た

口
伝
は
無
視
で
き
な
い
。

大
沢
ま
こ
と
氏
は
、
久
多
羅
木
氏
の
論
を
受
け
て
、
江
戸
で
の
豊
春
の
事
績
に
つ
い

て
考
証
し
た
。
豊
春
の
墓
碑
銘
に
、「
露
山
了
元
信
士
」
と
刻
さ
れ
る
豊
春
の
父
に
あ

た
る
人
物
の
没
年
が
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
享
保
二
十

年
（
一
七
三
五
）
に
生
ま
れ
た
豊
春
の
実
父
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
つ
ま

り
豊
春
の
出
自
は
江
戸
に
限
定
さ
れ
ず
、
墓
碑
銘
に
み
え
る
妻
「
要
行
院
妙
進
日
性
信

女
」
と
い
う
院
号
を
得
る
ほ
ど
裕
福
な
女
性
へ
入
婿
し
た
可
能
性
を
あ
げ
て
い
る
。
因

み
に
豊
春
の
生
年
は
、
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）に
刊
行
さ
れ
た『
歳
旦
狂
歌 

江
戸
紫
』

の
歳
若
の
図
に
「
行
年
六
十
一
翁　

豊
春
画
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
享
保
二
十
年

（
一
七
三
五
）生
ま
れ
は
定
着
し
て
い
る
。
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た
だ
、
こ
の
豊
春
が
入
婿
し
た
と
さ
れ
る
妻
「
妙
進
」
が
「
露
山
」
の
実
の
娘
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
大
沢
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
豊
春
と
の
年
齢
差
を
最
も
小
さ
く
仮
定
し

た
と
し
て
も
、
豊
春
よ
り
十
三
歳
ほ
ど
年
長
の
妻
と
な
る
こ
と
や
、
そ
の
子
息
の
没
年

（
明
和
六
年
＝
一
七
六
九
年
没
）、
ま
た
そ
の
戒
名
の
位
号
が
「
信
士
」
と
い
う
元
服
後

の
成
人
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
も
、
豊
春
が
「
江
戸
欠
落
」
と
な
る

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
よ
り
も
っ
と
以
前
に
、「
妙
進
」
と
の
何
ら
か
の
接
触
が
あ
っ

た
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。

つ
ま
り
豊
春
が
出
仕
し
始
め
た
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）、
豊
春
が
二
十
歳
頃
よ
り
、

臼
杵
藩
侯
に
従
っ
て
江
戸
に
参
府
し
、
江
戸
詰
に
な
る
よ
う
な
状
況
が
あ
り
、
そ
の
頃

よ
り
「
妙
進
」
と
何
ら
か
の
接
触
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
条
件
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
を
実
証
す
る
資
料
等
が
新
出
す
れ
ば
、
浮
世
絵
師
・
豊
春
の

前
身
が
、
豊
後
臼
杵
藩
の
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
土
師
権
十
郎
で
あ
る
と
い
う
臼
杵
出
身

説
も
さ
ら
に
有
力
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
、
現
在
ほ
ぼ

定
説
と
な
っ
て
い
る
宝
暦
年
間
の
豊
春
の
上
方
滞
在
、
鶴
沢
探
鯨
へ
の
師

）
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（
註

事
説
な
ど
も
、

本
格
的
に
再
検
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

当
館
が
所
蔵
す
る
豊
春
の
円
熟
期
の
名
品
「
観
梅
図
」
は
、
旧
箱
の
記
録
か
ら
、
文

政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
、
臼
杵
藩
士
・
梅
村
太
兵
衛
が
、
藩
主
か
ら
拝
領
し
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
先

）
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（
註

に
述
べ
た
が
、
こ
の
事
か
ら
、
豊
春
の
生
存
し
た
時
期
と
そ
れ

ほ
ど
違
わ
ず
に
、こ
の
作
品
が
臼
杵
藩
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。「
観
梅
図
」

は
、
豊
春
と
臼
杵
を
直
接
結
び
つ
け
る
唯
一
の
資
料
と
し
て
も
興
味
深
い
。

今
後
、
江
戸
で
の
豊
春
の
交
友
圏
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、『
御
会
所

日
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
、
藩
主
稲
葉
家
に
か
か
わ
る
資
料
等
の
さ
ら
な
る
解
明
、
ま

た
臼
杵
藩
の
御
用
絵
師
土
師
家
の
活
動
等
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
、
江
戸
、
臼
杵
、

双
方
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
歌
川
豊
春
と
い
う
人
間
、
類
ま
れ
な
る
一
人
の
芸

術
家
の
正
体
と
そ
の
芸
術
の
意
味
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

註
１ 

岡
泰
正『
め
が
ね
絵
新
考
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
）「
Ⅵ
応
挙
の
眼
鏡
絵
」参
照
。

註
２ 

註
１
前
掲
書
。
出
島
の
取
引
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
眼
鏡
絵
の
最

も
早
い
記
録
は
、
一
七
五
五
年
（
宝
暦
五
年
）
と
さ
れ
、
こ
の
時
期
か
ら
西
洋
銅
版
眼
鏡
絵
は

輸
入
さ
れ
、
長
崎
奉
行
な
ど
の
一
部
の
特
権
階
級
の
も
と
に
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書

ｐ
一
〇
〇
参
照
。

註
３ 

註
１
岡
氏
前
掲
書
。
岡
泰
正
「
眼
鏡
絵
か
ら
広
重
の
風
景
版
画
ま
で
―
浮
世
絵
に
浸
透
し
た

西
洋
の
画
法
」（『
眼
鏡
絵
と
東
海
道
五
拾
三
次
展
―
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
浮
世
絵
』（
神
戸

市
立
博
物
館
、
一
九
八
四
年
）、
岡
泰
正
「
中
国
の
西
湖
景
と
日
本
の
浮
絵
」（『
神
戸
市
立
博

物
館
研
究
紀
要
』第
十
五
号
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）な
ど
。

註
４ 

岸
文
和『
江
戸
の
遠
近
法
―
浮
絵
の
視
覚
―
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年
）な
ど
。

註
５ 

野
村
文
乃
「
歌
川
豊
春
の
浮
絵
の
画
歴
に
つ
い
て
」（『
浮
世
絵
芸
術
』（
一
六
七
）、国
際
浮
世

絵
学
会
、二
〇
一
四
、〇
一
）、同
氏
「
歌
川
豊
春
に
よ
る
浮
絵
の
革
新
―
そ
の
背
景
と
意
義
に

関
す
る
考
察
―
」（『
京
都
美
学
美
術
史
学
』（
十
二
）、京
都
美
学
美
術
史
学
研
究
会
、二
〇
一
三

年
）な
ど
。

註
６ 

岡
野
圭
一
「
豊
春
と
ヴ
ェ
ニ
ス
」（『
浮
世
絵
芸
術
』（
三
十
八
）
日
本
浮
世
絵
協
会
、
一
九
七
四

年
）、
岡
泰
正
「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
」（『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館 

浮
世
絵
名

品
展 

錦
絵
の
黄
金
時
代 

清
長
、
歌
麿
、
写
楽
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
内
山

淳
一『
江
戸
の
好
奇
心 

美
術
と
科
学
の
出
会
い
』（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）

註
７ 

註
４
岸
氏
前
掲
書
、
註
５
野
村
氏
前
掲
論
文
「
歌
川
豊
春
の
浮
絵
の
画
歴
に
つ
い
て
」
に
豊
春

の
浮
絵
版
画
の
詳
細
な
編
年
が
な
さ
れ
て
い
る
。

註
８ 

内
田
欽
三
「
歌
川
豊
春
筆
「
浮
絵
阿
蘭
陀
雪
見
之
図
」
を
め
ぐ
っ
て
―
浮
絵
と
同
時
代
絵
画
の

周
辺
―
」（『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
開
館
二
十
五
周
年
記
念
論
集
』（
二
）、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、

一
九
八
七
年
）

註
９ 

相
見
香
雨
「
酒
井
仲
遺
稿
抄
」（『
相
見
香
雨
集
四 

日
本
書
誌
学
大
系
』、
靑
裳
堂
書
店
、

一
九
九
六
年
）。
掲
出
し
た
一
節
に
続
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
絵
の
事
は
素
よ
り
得

た
る
似
顔
か
き
巧
笑
倩
た
り
美
目
盼
兮
／
哥
川
国
政
の
文
字
を
か
く
し
詞
に
し
て
け
ふ
の
ほ

う
き
う
た
よ
め
と
あ
り
け
れ
は
／
う
た
か
は
し
け
ふ
の
つ
と
ひ
ぞ
み
ち
の
く
に
ま
さ
し
く
席

の
に
き
は
し
き
哉
」。

註
10 

玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵
―
酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響
』（
株
式
会
社
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、

二
〇
〇
四
年
）
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註
11 

内
藤
正
人「
酒
井
抱
一
の
浮
世
絵
―
杜
綾
・
屠
龍
落
款
の
天
明
期
肉
筆
美
人
画
に
つ
い
て
」（『
國

華
』一
一
九
一
号
、
國
華
社
、
一
九
九
五
年
）。
ま
た
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
姫
路
藩
の
家
老
、

松
下
高
徐
が
ま
と
め
た
『
摘
古
採
要
』
の
「
等
覚
院
殿
御
一
代
」（
天
保
八
年
序
＝
一
八
三
七
）

に
「
ま
た
画
も
器
用
に
渉
ら
せ
玉
ひ
て
、
天
明
の
頃
は
浮
世
繪
師
歌
川
豊
春
の
風
を
遊
ハ
し

け
る
か
、
ま
た
明
画
の
宋
紫
石
楠
本
雪
渓
に
も
ち
な
み
玉
ひ
て
御
巧
み
な
り
し
か
、
後
に
尾

形
光
琳
の
画
風
を
頻
に
慕
ひ
玉
い
て
御
画
名
を
抱
一
と
遊
し
け
る
」
と
あ
り
、
光
琳
の
画
風

を
慕
う
以
前
に
、
歌
川
豊
春
や
宋
紫
石
に
学
ん
だ
絵
を
描
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
両
絵
師
が
酒
井
家
に
伺
候
し
た
か
ど
う
か
、
絵
画
指
導
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
或
い
は

抱
一
と
両
絵
師
の
関
係
が
詳
し
く
わ
か
る
よ
う
な
言
及
は
な
い
。

註
12 

小
林
忠
「
池
大
雅
研
究
ノ
ー
ト
―
寛
延
元
年
の
東
遊
に
つ
い
て
」（『
江
戸
絵
画
史
論
』、
瑠
璃

書
房
、
一
九
八
三
年
）、
註
10
玉
蟲
氏
前
掲
書
。

註
13 

『
玄
武
日
記
』
は
姫
路
市
立
城
郭
研
究
室
所
蔵
の
城
郭
本
の
加
地
宏
江
氏
ら
の
翻
刻
を
参

照
。『
城
郭
研
究
室
年
報
』
第
十
二
号
〜
二
十
一
号
（
姫
路
市
立
城
郭
研
究
室
、
二
〇
〇
三
〜

二
〇
一
二
年
）

註
14 

註
10
前
掲
書
。「
１
「
松
風
・
村
雨
図
」
の
章
」
参
照
。
伊
藤
紫
織
・
玉
蟲
敏
子
「「
宴
遊
日
記
」

に
見
る
絵
画
活
動
」（『
江
戸
の
異
国
趣
味
―
南
蘋
風
大
流
行
』、千
葉
市
美
術
館
、二
〇
〇
一
年
）

註
15 

企
画
展「
江
戸
の
異
国
趣
味
―
何
蘋
風
大
流
行
」（
千
葉
市
美
術
館
、二
〇
〇
一
年
）、企
画
展「
酒

井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」（
酒
井
抱
一
展
開
催
実
行
員
会
、
姫
路
市
立
美
術
館
、
千
葉
市

美
術
館
、
細
見
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
）

註
16 

宋
紫
石
筆「
獅
子
図
」（
大
和
文
華
館
）の
画
賛
か
ら
、
紫
石
が
源
内
秘
蔵
の「
蛮
獣
譜
」（
ヨ
ン

ス
ト
ン
の
動
物
図
譜
）
を
参
照
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
図
を
も
と
に
し

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
獅
子
の
表
情
な
ど
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
小
田
野
直
武
や
司
馬

江
漢
、
森
島
中
良
な
ど
も
こ
の
図
を
利
用
し
て
い
る
。
画
賛
は
以
下
の
通
り
。「
此
獅
子
図
平

賀
先
生
秘
蔵
／
蛮
獣
譜
中
所
載
異
世
之
所
／
畫
者
與
蓋
蛮
人
之
写
画
云
／
明
和
五
年
戊
子
仲

夏 

宋
紫
石
描
」。

註
17 

註
10
前
掲
書
。『
―
茶
会
記
に
み
る
茶
道
具
―
姫
路
藩
主
酒
井
宗
雅
の
茶
と
交
遊
』（
茶
道
資

料
館
、
二
〇
一
二
年
）

註
18 

註
10
前
掲
書
。

註
19 

註
９
前
掲
書
。

註
20 

『
文
人
大
名　

真
田
幸
弘
と
そ
の
時
代
』（
長
野
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
、
松
代
文
化
施
設

等
管
理
事
務
所（
真
田
宝
物
館
）、
二
〇
一
二
年
）

註
21 

註
20
前
掲
書
に
お
い
て
、「『
松
友
雅
詠
』解
題
と
翻
刻
」を
執
筆
し
た
王
城
司
氏
は
、
こ
の「
桐

鳥
」
と
い
う
絵
師
が
、
井
上
和
雄
『
浮
世
絵
師
伝
』（
一
九
三
一
年
）
に
て
「
天
明
四
年
及
び
同

八
年
の
絵
暦
美
人
画
あ
り
。
画
風
豊
春
に
似
た
り
」と
説
明
さ
れ
て
い
る
記
述
を
引
い
て
、『
松

友
雅
詠
』
に
お
い
て
も
桐
鳥
の
挿
図
が
、
表
紙
の
豊
春
の
画
風
に
近
似
す
る
た
め
、「
桐
鳥
」

は
む
し
ろ
豊
春
の
別
号
で
は
な
い
か
と
言
及
し
て
い
る
。

註
22 

伊
藤
紫
織
・
玉
蟲
敏
子
「「
宴
遊
日
記
」
に
見
る
絵
画
活
動
」（『
江
戸
の
異
国
趣
味
―
南
蘋
風

大
流
行
』、
千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年
）

註
23 

内
藤
正
人
「
歌
川
豊
春
筆 

邸
内
婦
女
遊
楽
図
」（『
國
華
』
一
四
一
一
号
、
國
華
社
、

二
〇
一
三
年
）、
樋
口
一
貴
「「
新
吉
原
春
景
図
屏
風
」
歌
川
豊
春
筆
」（『
浮
世
絵
芸
術
』

（
一
五
八
）、
二
〇
〇
九
年
）

註
24 

楢
崎
宗
重
編
『
日
本
の
美
術 

第
二
四
九
号 

肉
筆
浮
世
絵
Ⅱ
（
明
和
〜
寛
政
）』（
至
文
堂
、

一
九
八
七
年
）ｐ
五
四
参
照
。

註
25 

『
无
名
翁
随
筆
』（
天
保
四
年
）
の
歌
川
豊
春
の
項
な
ど
。
ま
た
、
相
見
香
雨
が
『
浮
世
絵
』
第

八
号（
大
正
五
年
）に
紹
介
し
た
豊
春
筆「
竜
口
御
難
図
額
」な
ど
も
想
起
さ
れ
よ
う
。
こ
の
額

は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
い
て
写
真
も
な
い
。
墨
田
区
の
日
蓮
宗
長
養
山
春
慶
寺
の
普
賢

堂
に
掲
げ
ら
れ
た「
竪
五
尺
余
り
、
幅
二
間
許
り
の
大
図
で
、
金
地
に
極
彩
色
」の
大
額
で
あ
っ

た
と
い
い
、
豊
春
の
作
画
領
域
の
広
さ
を
窺
わ
せ
る
。

註
26 

内
藤
正
人
「
貴
人
と
浮
世
絵
―
天
皇
・
将
軍
・
大
名
が
愛
玩
し
た
江
戸
期
の
風
俗
画
」（『
出

光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
九
九
年
）、
同
氏
『
大
名
た
ち
が
愛
で
た
逸
品
・
絶
品　

浮
世
絵
再
発
見
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
五
年
）

註
27 

画
面
の
左
端
、
梅
樹
を
囲
む
籬
の
中
に
、
立
看
板
が
あ
る
の
が
見
え
る
。
文
字
も
小
さ
く
判

読
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
が
、
笠
嶋
忠
幸
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
判
読
可
能
な
部
分
か
ら

す
る
と
右
の
よ
う
な
触
書
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
か
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
「  （
覚
？
）

　
　
　
　

一 

此
〜

　
　
　
　

一 

此
〜

　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　

月
日　

」

註
28 

古
賀
道
夫
「
歌
川
豊
春
筆
「
観
梅
図
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
没
後
一
八
〇
年
記
念 

歌
川
豊
春
と
そ

の
時
代
』浮
世
絵
太
田
記
念
美
術
館
、
一
九
九
四
年
）
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註
29 

久
多
羅
木
儀
一
郎
「
臼
杵
出
身
の
浮
世
絵
師 

歌
川
豊
春
と
歌
川
豊
国
」（『
臼
杵
史
談
』
第
七

号
、
臼
杵
史
談
会
、
一
九
三
三
年
）、
同
氏
「
歌
川
豊
春
の
臼
杵
出
身
説
続
考
」（『
臼
杵
史
談
』

第
二
十
六
号
、
臼
杵
史
談
会
、
一
九
三
八
年
）、
大
沢
ま
こ
と
「
歌
川
派
の
祖　

豊
春
か
ら
」

（『
浮
世
絵
歌
川
派
展
―
豊
春
か
ら
初
代
広
重
ま
で
―
』、大
分
県
立
芸
術
会
館
、一
九
八
五
年
）、

同
氏「
一
龍
齋
歌
川
豊
春
」（『
没
後
一
八
〇
年
記
念 

歌
川
豊
春
と
そ
の
時
代
』浮
世
絵
太
田
記

念
美
術
館
、
一
九
九
四
年
）。
尚
、
豊
春
の
出
自
に
は
、
他
に
江
戸
出
身
説
、
但
馬
出
身
説
が

あ
る
。
豊
後
臼
杵
出
身
説
を
最
初
に
記
し
た
の
は
関
根
只
誠
『
名
人
忌
辰
録
』（
明
治
二
十
七

年
刊
）だ
が
、
根
拠
と
な
る
資
料
の
提
示
は
な
い
。

註
30 

関
根
只
誠
『
名
人
忌
辰
録
』（
明
治
二
十
七
年
＝
一
八
九
四
年
）
に
「
京
師
に
来
て
鶴
沢
採
鯨
を

師
と
す
」
と
初
出
す
る
が
、
資
料
源
の
提
示
が
な
く
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
「
採
鯨
」
と

い
う
絵
師
は
実
態
不
明
で
あ
り
、お
そ
ら
く「
探
鯨
」の
間
違
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

註
31 

註
29
前
掲
久
多
羅
木
論
考
。
同
氏
は
「
こ
の
幅
は
も
と
臼
杵
藩
の
御
納
戸
方
で
あ
っ
た
梅
村

太
兵
衛
良
昌
が
、
藩
侯
よ
り
拝
領
し
て
、
同
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
藩
候

の
手
許
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
う
に
豊
春
が
一
家
を
な
し
た
後
、
若
か
り
し
日
の
不
首
尾
を

追
懐
し
、
名
誉
回
復
の
一
端
と
し
て
旧
主
へ
献
納
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て

い
る
。

【
図
版
典
拠
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
】

図
４ 
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収
蔵
品
紹
介
１

　

生
野
祥
雲
齋
作《
八
稜
櫛
目
編
盛
籃
》  

友
永　

尚
子

作
品
名
：
八
稜
櫛
目
編
盛
籃

作
者
名
：
生
野
祥
雲
齋

制
作
年
：
一
九
四
〇（
昭
和
一
五
）年

材　

質
： 

竹
、
籐
、
漆

寸　

法
：
高
さ
一
三
・
〇
㎝

 

　

最
大
径
三
九
・
〇
㎝

出
品
歴
：
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展

覧
会

銘　

等
：
底
裏
に
陰
刻
銘

 

　

祥
雲
齋
泰
山
造
之

　
　
　
　

共
箱
蓋
裏
に
墨
書

　
　
　
　
　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祥
雲
齋
造

一
九
六
七
年
に
竹
工
芸
の
分
野
で
最
初
の
重
要
無
形
文
化
財
「
竹
芸
」
保
持
者
に
認

定
さ
れ
た
生
野
祥
雲
齋
は
、
大
正
末
期
に
別
府
で
竹
細
工
を
始
め
、
一
九
四
〇
年
以
降

文
展
や
日
展
に
主
に
出
品
し
竹
工
芸
の
新
し
い
表
現
を
開
拓
し
た
、
昭
和
期
を
代
表
す

る
竹
芸
作
家
の
一
人
。「
八
稜
櫛
目
編
盛
籃
」（
図
１
）
は
、
祥
雲
齋
の
制
作
が
別
府
竹

細
工
の
高
級
花
籠
か
ら
創
造
的
な
竹
芸
作
品
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
示
す
画
期
的
な
作

品
。
そ
の
制
作
に
到
る
背
景
も
含
め
て
紹
介
す
る
。

生
野
祥
雲
齋
は
本
名
秋あ

き

平へ
い

、
一
九
〇
四
年
大
分
県
別
府
市
内う

ち

成な
り

に
生
ま
れ
た
。
画
家

や
彫
刻
家
志
望
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
が
、
病
弱
の
た
め
美
術
学
校
進
学
を
あ
き
ら
め
、

当
時
、
別
府
温
泉
の
発
展
を
背
景
に
地
場
産
業
と
し
て
興
隆
を
続
け
る
竹
芸
を
職
業
と

し
て
選
択
し
た
。
一
九
二
三
年
、
一
九
歳
の
時
、
別
府
で
名
工
と
し
て
聞
こ
え
た
佐
藤

竹
邑
斎
（
一
九
〇
一
│
一
九
二
九
）
に
入
門
。
竹
邑
斎
は
秋
平
が
以
前
大
分
市
で
開
催

さ
れ
た
展
覧
会
で
見
て
感
銘
を
受
け
た
花
籃
の
作
者
で
あ
り
、
秋
平
よ
り
僅
か
三
歳
年

上
で
し
か
な
か
っ
た
が
既
に
海
外
の
万
国
博
覧
会
入
賞
や
皇
室
へ
の
献
上
品
制
作
の
実

績
が
あ
っ
た
。

一
九
二
五
年
、
秋
平
は
通
常
四
、五
年
の
徒
弟
期
間
を
二
年
で
終
え
独
立
。
夢
雀
斎

楽
雲
と
号
し
、
生
活
は
苦
し
く
と
も
、
安
価
な
量
産
品
の
制
作
は
行
わ
ず
、
文
人
籠
と

称
さ
れ
た
高
級
花
籠
を
主
に
制
作
。
作
風
は
、
同
時
期
の
商
工
省
工
芸
展
覧
会
出
品
作

の
竹
芸
品
と
共
通
し
、
楽
雲
銘
の
現
存
作
に
は
緻
密
な
編
組
を
特
徴
と
す
る
唐
物
風
の

花
籃
と
荒
い
編
み
の
和
物
籃
の
両
様
が
あ
る
。
前
者
の
現
存
作
は
極
め
て
少
な
い
が
、

代
表
的
作
例
に
当
館
収
蔵
の
「
し
た
た
れ
編
仿
古
花
籠
」（
図
４
）
や
「
仿
古
投
入
花
籃
」

（
図
６
）、
後
者
の
代
表
的
作
例
に
同
じ
く
収
蔵
品
の
「
仿
古
色
投
入
花
籃
」（
図
８
）
が

あ
る
。

「
し
た
た
れ
編
仿
古
花
籠
」（
図
４
）
は
一
九
二
五
年
、徒
弟
修
行
二
年
目
の
作
。
一
般

的
に
は
鎧
編
と
呼
ば
れ
る
し
た
た
れ
編
や
網
代
編
等
の
数
種
類
の
編
組
技
法
で
精
密
に

編
み
青
銅
器
の
壺
を
模
し
た
力
作
。
底
裏
に
「
夢
雀
齋
作
」（
図
５
）
の
銘
が
陰
刻
さ
れ

　図１　「八稜櫛目編盛籃」図２
箱書（蓋裏）

図３
銘
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て
い
る
。
一
九
三
三
年
制
作
の「
仿
古
色
投
入
花
籃
」（
図
８
）に
は「
昭
和
七
壬
申
春
日　

祥
雲
齋
作
」（
図
９
）、
一
九
三
五
年
制
作
の「
仿
古
投
入
花
籃
」（
図
６
）に
は「
昭
和
乙

亥
初
春　

祥
雲
齋
造
」（
図
７
）の
陰
刻
銘
が
あ
る
。「
祥
雲
齋
」の
号
は
一
九
三
二
年
に

臼
杵
市
の
見
星
寺
で
妙
心
寺
派
管
長
神
月
徹
宗
よ
り
授
か
っ
た
斎
号
「
祥
雲
齋
泰
山
」

に
よ
る
。

一
九
二
九
年
に
師
の
佐
藤
竹
邑
斎
（
享
年
二
八
）
が
没
す
る
と
、
祥
雲
齋
は
翌
年
か

ら
皇
室
へ
の
献
上
品
の
制
作
を
依
頼
さ
れ
、
一
九
三
五
年
に
は
天
皇
陛
下
へ
の
献
上
品

「
六
稜
菱
花
紋
盛
籃
」（
図
10
）を
制
作
。
そ
の
力
量
が
一
定
の
高
い
評
価
を
得
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
翌
年
湯
布
院
温
泉
に
投
宿
し
て
い
た
工
芸
家
藤
井

達
吉
を
訪
ね
自
作
を
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
う
ま
い
が
竹
が
死
ん
で
い
る
と
評
さ
れ

衝
撃
を
受
け
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
秋
、
同
郷
の
友
人
で
あ
る
洋
画
家
・
宮
崎
豊
が
文
展

に
初
入
選
し
た
こ
と
が
一
つ
の
契
機
と
な
り
文
展
入
選
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
。

祥
雲
齋
は
初
入
選
ま
で
に
三
回
文
展
に
落
選
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
た
め
一
九
三
七
年
に

出
品
を
始
め
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
翌
年
二
月
に
大
分
県
工
業
試
験
場
別
府
工
芸
試
験

場
の
技
手
に
採
用
さ
れ
、
経
済
的
に
安
定
し
た
だ
け
で
な
く
竹
芸
に
関
す
る
全
国
の
情

報
に
幅
広
く
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
同
試
験
場
長
も
文
展

出
品
を
応
援
し
た
と
い
い
、
出
品
作
制
作
の
環
境
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。

一
九
四
〇
年
、
祥
雲
齋
は
、
そ
の
年
の
文
展
に
か
わ
る
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
美
術

展
覧
会
に
「
八
稜
櫛
目
編
盛
籃
」（
図
１
）で
初
入
選
を
果
た
す
。
こ
の
盛
籃
で
は
緻
密

な
編
組
を
特
徴
と
す
る
唐
物
籃
を
範
と
す
る
古
典
的
な
作
風
に
直
線
的
な
櫛
目
編
に
よ

る
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
感
覚
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
端
正
な
八
稜
形
の
器
形
や
菱
文

様
が
編
み
出
さ
れ
た
口
縁
部
が
古
典
的
な
重
厚
感
を
醸
し
、
直
線
的
な
胴
部
の
櫛
目
編

と
底
部
の
放
射
線
状
の
竹
組
み
が
新
鮮
味
を
感
じ
さ
せ
る
。
口
縁
の
丸
竹
や
櫛
目
編
に

は
一
〇
〇
年
を
超
え
る
年
月
を
経
て
褐
色
に
変
化
し
た
煤
竹
の
美
材
が
用
い
ら
れ
、
そ

　図５　　　　図４　「したたれ編仿古花籠」　1925年制作

　図９　　　　図８　「仿古色投入花籃」　1933年制作

　図７　　　　図６　「仿古投入花籃」　1935年制作

図10　「六稜菱花紋盛籃」　1935年制作

－ 36 －－ 36 －



の
素
材
の
美
し
さ
は
作
品
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

祥
雲
齋
が
「
櫛
目
編
」
と
称
し
た
、
竹
ひ
ご
を
編
む
の
で
は
な
く
並
行
に
組
ん
で

構
成
す
る
編
租
法
を
取
り
入
れ
た
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
初
入
選
作

以
前
に
は
祥
雲
齋
作
品
を
含
め
別
府
竹
細
工
に
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

一
九
二
九
年
の
第
一
〇
回
帝
展
に
竹
工
芸
で
初
め
て
入
選
し
た
阪
口
宗
雲
斎
の
「
果
物

籃「
水
月
」」（
図
11
）や
田
邉
小
竹
雲
齋（
二
代
竹
雲
齋
）の「
八
方
形
盛
物
籠
」（
図
12
）、

飯
塚
琅
玕
齋
の「
花
籃 

蓬
莱
」（
図
13
）等
は
、
唐
物
風
の
古
典
味
に
斬
新
さ
を
加
味
し

た
新
し
い
傾
向
の
作
品
で
あ
る
。

祥
雲
齋
の
三
回
の
文
展
落
選
作
は
不
明
で
あ
り
、
文
人
籠
か
ら「
八
稜
櫛
目
編
盛
籃
」

（
図
１
）
に
到
る
過
程
を
作
品
で
辿
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
年
祥
雲
齋
は
落
選
作

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
い
ま
見
て
も
落
選
し
た
作
品
は
立
派
な
仕
事

と
思
う
。
技
巧
的
か
も
知
れ
な
い
が
感
覚
は
新
し
か
っ
た
」（『
大
分
合
同
新
聞
』

一
九
六
七
年
八
月
二
一
日
）
櫛
目
編
は
、
一
九
四
〇
年
以
降
最
晩
年
の
一
九
七
二
年
ま

で
三
〇
年
以
上
に
わ
た
り
文
展
や
日
展
出
品
作
の
盛
籃
や
華
籃
を
中
心
に
多
様
な
展
開

を
見
せ
る
。
素
材
に
は
吟
味
し
た
煤
竹
や
白
竹
、
紫
竹
（
黒
竹
の
別
称
）
が
用
い
ら
れ
、

竹
特
有
の
美
し
さ
を
生
か
し
た
制
作
が
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
た
。

図11　阪口宗雲齋「果物籃「水月」」
　　　1929年
　　　第10回帝展

図12　田邊小竹雲齋（竹雲齋）
　　　「八方形盛物籠」
　　　1933年
　　　第14回帝展

図13　飯塚琅玕齋「花籃 蓬莱」
　　　1934年
　　　飯塚琅玕齋花籃展覧会（三越）
　　　出光美術館所蔵
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収
蔵
品
紹
介
２

　
福
田
平
八
郎
筆《
鱶
の
鰭
と
甘
鯛
》（
一
九
五
四
年
）

吉
田　

浩
太
郎

鱶
の
鰭
と
甘
鯛
に
雲
丹
。
福
田
の
作
品
に
は
、
他
の
画
家
が
取
り
上
げ
な
い
よ
う
な

珍
し
い
モ
テ
ィ
ー
フ
を
扱
っ
た
作
品
が
少
な
く
な
い
が
、
海
産
物
の
こ
の
奇
妙
な
組
み

合
わ
せ
は
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
て
い
る（
口
絵
４
）。

こ
の
作
品
を
描
い
た
経
緯
に
つ
い
て
、
福
田
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

あ
る
デ
パ
ー
ト
で
長
崎
県
物
産
展
覧
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
私
は
ぶ
ら
ぶ
ら
と
這

入
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
乾
燥
し
た
鱶
の
鰭
を
見
ま
し
た
。
形
と
色
に
近
代
絵

画
的
な
感
覚
を
見
出
し
て
驚
き
ま
し
た
。（
中
略
）
何
と
か
こ
れ
を
絵
に
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
が
、さ
て
こ
の
近
代
絵
画
的
な
形
に
対
す
る
取
り
合
わ
せ
に
、何
を
も
っ

て
来
た
も
の
か
と
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
が
、
結
局
甘
鯛
と
雲
丹
を
も
っ
て
来
て
こ
の

構
図
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
し
た
。
抽
象
絵
画
は
私
に
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た

抽
象
的
な
色
や
形
を
求
め
る
気
持
が
、
こ
う
し
た
も
の
を
生
み
出
し
た
も
の
で
し
ょ
う

か
。（『
三
彩 

特
製
版 

福
田
平
八
郎
』一
九
五
八
年
）

こ
の
中
で
、
福
田
は
、
鱶
の
鰭
の
形
と
色
に
「
近
代
絵
画
的
な
感
覚
」
を
見
出
し
た

こ
と
、
さ
ら
に
自
身
の
「
抽
象
的
な
色
や
形
を
求
め
る
気
持
」
が
、
創
作
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
福
田
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
は
造
形
的
な
問
題
で
、
対

象
が
い
か
に
珍
奇
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
は
さ
し
て
重
要
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
眼
前
の
対
象
か
ら
造
形
の
妙
を
抽
出
し
、
絵
画
作
品
へ
と
昇
華
さ
せ
る
こ
と
が
す

べ
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
福
田
は

写
生
を
繰
り
返
し
、
対
象
を
徹
底
的
に

研
究
し
て
い
る
（
図
１
）。
そ
の
過
程

で
、
生
々
し
い
ま
で
に
写
実
的
な
写
生

は
、
余
分
な
も
の
が
捨
象
さ
れ
、
本
画

に
お
い
て
は
単
純
な
色
と
形
に
還
元
さ

れ
て
い
る
。

当
時
の
福
田
の
作
品
を
見
て
ゆ
く
と
、

前
年
の
《
雨
》、
翌
年
の
《
氷
》、
さ
ら

に
昭
和
33
年
の
《
水
》
と
い
う
よ
う
に

写
生
を
元
に
し
た
純
粋
な
具
象
画
で
あ

り
な
が
ら
、
抽
象
画
と
見
紛
う
よ
う
な

作
品
を
立
て
続
け
に
発
表
し
て
い
る
。
と
く
に
後
者
2
点
に
つ
い
て
は
題
名
を
見
な
い

限
り
、対
象
を
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。「
抽
象
絵
画
は
私
に
は
出
来
ま
せ
ん
」

と
語
っ
て
い
る
福
田
だ
が
、
ま
っ
た
く
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
絵
画
表
現
の
新
た
な
可

能
性
を
追
求
し
、
日
本
画
の
新
生
面
を
切
り
拓
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 図１　福田平八郎《甘鯛》　1950年

　　　大分県立美術館
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収
蔵
品
紹
介
３

　
桑
山
忠
明
の
作
品
に
つ
い
て
│
利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
│

木
藤　

野
絵

利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二
〇
一
三
年
（
平
成
25
年
度
）
に
、
現
代
美
術
蒐
集
家
の
利

岡
誠
夫
氏
か
ら
大
分
県
に
寄
贈
さ
れ
た
、
国
内
外
の
近
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

四
二
二
点
の
作
品
や
資
料
で
構
成
さ
れ
る
。
利
岡
誠
夫
氏
は
製
薬
会
社
に
て
新
薬
研
究

開
発
に
従
事
す
る
傍
ら
、
出
張
先
の
各
地
に
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
巡
り
、
新
進
気
鋭
の
現

代
美
術
作
品
や
民
俗
資
料
を
収
集
し
て
き
た
。
ジ
ャ
ン
ル
は
、
抽
象
、
ミ
ニ
マ
ル
、
コ

ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
、ポ
ッ
プ
な
ど
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、同
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
か
ら
、
桑
山
忠
明
の
《
無
題
（T

K
2236

│1/2-‘71
）》（
口
絵
５
、
図
１
）
と
《
無

題（T
K
1524

│‘87

）》（
口
絵
６
、
図
２
）を
紹
介
す
る
。

愛
知
県
名
古
屋
市
出
身
の
桑
山
忠
明
は
、
東
京
芸
術
大
学
日
本
画
科
を
卒
業
し
た
後
、

一
九
五
八
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
。
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ア
ー
ト
シ
ー
ン
で
は
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
や
マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
ら
に
よ
る
抽

象
表
現
主
義
が
最
盛
期
を
過
ぎ
、
ミ
ニ
マ
ル
な
手
法
に
よ
る
絵
画
が
登
場
し
始
め
て
い

た
。
一
九
六
一
年
に
グ
リ
ー
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
個
展
の
際
に
出
品
し
た
《
赤
》（
高

松
市
美
術
館
蔵
）
は
、
赤
一
色
の
縦
長
カ
ン
ヴ
ァ
ス
が
二
枚
組
み
合
わ
さ
れ
、
そ
の
溝

が
ど
こ
と
な
く
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
「
ジ
ッ
プ
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
作
品
で

あ
る
。
顔
料
を
膠
で
溶
き
描
く
日
本
画
の
延
長
か
、《
赤
》
に
は
丹
念
に
塗
ら
れ
た
跡

が
み
ら
れ
る
。
60
年
代
初
頭
に
は
、
赤
、
黄
、
青
、
緑
な
ど
の
鮮
や
か
な
色
に
よ
り
、

水
平
や
垂
直
に
画
面
が
分
割
さ
れ
た
作
品
が
発
表
さ
れ
る
。
赤
、
白
、
黄
の
色
の
面
が

並
ぶ
《
無
題
（T

K
2236

│1/2

│‘71

）》
は
桑
山
の
初
期
の
代
表
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

本
作
は
、
マ
ル
テ
ィ
プ
ル
と
し
て
制
作
さ
れ
、
小
さ
い
サ
イ
ズ
な
が
ら
も
、
エ
ナ
メ
ル

製
の
硬
質
な
表
面
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
印
象
を
与
え
る
。

デ
ビ
ュ
ー
当
初
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
桑
山
は
、
欧
米
の
美
術
館
か
ら
出
品
依
頼
を

受
け
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
六
六
年
に
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ア
ロ
ウ
ェ
イ
が
企
画
し
た
「
シ

ス
テ
ミ
ッ
ク
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」展（
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
）で
は
、
エ
ル
ズ
ワ
ー

ス
・
ケ
リ
ー
や
フ
ラ
ン
ク
・
ス
テ
ラ
ら
と
共
に
展
示
さ
れ
る
。
メ
タ
リ
ッ
ク
が
含
ま
れ

た
ア
ク
リ
ル
絵
具
を
ス
プ
レ
ー
で
何
十
回
と
塗
り
重
ね
、
よ
り
フ
ラ
ッ
ト
な
表
面
を
つ

く
り
出
し
、
さ
ら
に
は
色
面
パ
ネ
ル
の
間
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
ス
ト
リ
ッ
プ
を
施
し
た
。

「
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
展
の
カ
タ
ロ
グ
で
作
家
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

と
し
て
引
か
れ
て
い
る
以
下
の
文
章
は
、
桑
山
の
目
指
す
芸
術
を
端
的
に
言
い
表
し
て

い
る
。観

念
、
思
想
、
哲
学
、
理
屈
、
意
味
も
、
作
家
の
人
間
性
さ
え
も
、
私
の
作
品
の

中
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
ア
ー
ト
そ
の
も
の
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
だ

け
で
あ（

註
１
）る

。

こ
の
声
明
は
、
ア
ド
・
ラ
イ
ン
ハ
ー
ト
が
「
新
し
い
ア
カ
デ
ミ
ー
の
た
め
の
12
の

規（
註
２
）則

」（
一
九
五
三
）
で
主
張
し
た
、
筆
触
、
形
、
色
な
ど
の
、
絵
画
の
あ
ら
ゆ
る
要
素

を
否
定
し
て
立
ち
現
れ
る
世
界
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。「
目
の
前
に
あ
る
も
の
を
全

て
否
定
し
な
け
れ
ば
、
何
も
生
み
出
せ
な
か
っ
た
」と
作
家
本
人
は
、
当
時
を
振
り
返
っ

図１
桑山忠明
無題（TK2236─1/2─‘71）
1971年
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て
語（

註
３
）る

。

80
年
代
に
入
る
と
一
転
し
て
、
テ
ク
ス
チ
ャ
が
画
面
に
回
帰
し
、
ま
た
展
示
方
法
も
、

等
間
隔
に
パ
ネ
ル
を
並
列
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
壁
の
角
を
は
さ
ん
で
同
様
の
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る
展
示
方
法
な
ど
、
桑
山
の
制
作
に
お
け
る
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ

る
。
85
年
、
北
九
州
市
美
術
館
で
は
、ア
ク
リ
ル
絵
具
や
メ
タ
リ
ッ
ク
で
は
な
く
、ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
に
よ
っ
て
油
彩
絵
具
が
塗
ら
れ
た
作
品
が
発
表
さ
れ
た
。《
無

題
（T

K
1524

│‘87

）》（
図
２
）
で
は
、
正
方
形
の
ハ
ニ
カ
ム
ボ
ー
ド
が
、
厚
さ
10
㎝
ほ

ど
重
ね
ら
れ
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
の
よ
う
に
一
定
の
太
さ
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
紙
が
、

斜
め
に
交
差
し
て
積
層
を
成
し
、
白
色
の
油
彩
が
画
面
全
体
に
施
さ
れ
て
い
る
。
徹
底

し
て
平
滑
な
平
面
に
仕
上
げ
ら
れ
た
過
去
の
作
品
と
異
な
り
、
表
面
は
ざ
わ
ざ
わ
と
し

た
、
胸
騒
ぎ
の
す
る
よ
う
な
、
荒
々
し
い
タ
ッ
チ
で
あ
る
。
メ
カ
ニ
カ
ル
で
、
一
定
の

リ
ズ
ム
を
伴
っ
た
筆
触
は
、
感
情
を
排
し
た
職
人
的
な
も
の
と
も
い
え
る
。
作
品
が
表

現
主
義
的
で
は
な
い
の
は
、
絵
具
の
層
の
下
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
紙
の
テ
ー
プ
の
構

造
が
画
面
全
体
を
統
御
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
も
あ（

註
４
）る

。

《
無
題
（T
K
1524

│‘87

）》
は
厚
み
が
あ
り
、
展
示
す
る
と
空
間
へ
突
出
し
、
絵
画
と

い
う
よ
り
、
オ
ブ
ジ
ェ
ま
た
は
彫
刻
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。
本
作
が
発
表
さ
れ
た
と

思
わ
し
き
一
九
八
八
年
春
の
、
ア
キ
ラ
イ
ケ
ダ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
個
展
に
お
い
て
、
尾

野
正
晴
は
次
の
よ
う
に
評
す
る
。「
メ
デ
ィ
ウ
ム
と
ス
ト
ロ
ー
ク
に
よ
る
表
面
の
強
化

と
、
支
持
体
に
よ
る
壁
面
と
の
関
係
の
強
化
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
桑
山
の
作
品
に
過
剰
な
秩
序
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。」「
桑

山
が
と
る
べ
き
最
善
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
表
面
（
絵
画
空
間
）
と
壁
面
（
現
実
空
間
）
を
個

別
に
強
化
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
間
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
高
め
る

こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
者
の
間
の
テ
ン
シ
ョ
ン
が
極
限
に
ま
で
高
め
ら
れ

れ
ば
、
過
敏
に
な
っ
た
表
面
（
絵
画
空
間
）
と
、
過
敏
に
な
っ
た
壁
面
（
現
実
空
間
）
の

間
に
予
期
せ
ぬ
交
感
が
生
じ
る
と
き
が
あ（

註
５
）る

。」

ま
た
、
81
年
に
ア
キ
ラ
イ
ケ
ダ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
個
展
に
対
し
て
、
多
木
浩

二
は
、「
パ
ネ
ル
は
所
与
の
空
間
に
応
じ
て
変
え
は
す
る
が
、
究
極
的
に
は
、
不
変
な

空
間
を
人
び
と
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
桑
山
は
、
作
品
と
空
間
の
関
係
か
ら
、
空
間
そ
の
も
の
の
本
質
を
直
観
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。」
と
語（

註
６
）る

。 

パ
ネ
ル
は
空
間
を
形
成
す
る
単
位
と
し
て
働
く
だ
け
で
な

く
、
空
間
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
空
間
全
体
を
可
視
化
す
る
。
こ
の
こ
と
は
80

年
代
か
ら
現
在
に
続
く
、
空
間
形
成
自
体
を
創
作
行
為
と
し
て
い
く
、
桑
山
の
ス
タ
イ

ル
に
通
底
す
る
。
80
年
代
を
通
し
て
試
行
さ
れ
た
マ
チ
エ
ー
ル
は
徐
々
に
作
品
か
ら
姿

を
消
し
、
再
び
桑
山
ら
し
い
ミ
ニ
マ
ル
な
ア
ー
ト
に
よ
り
、
空
間
を
ど
う
つ
く
る
の
か
、

に
制
作
の
主
眼
が
置
か
れ
て
ゆ
く
。
謎
を
投
げ
か
け
る
80
年
代
の
作
品
は
、
こ
の
課
題

に
対
す
る
一
つ
の
答
え
が
、
変
化
の
過
程
の
な
か
で
具
体
化
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

図２
桑山忠明
無題（TK1524─‘87）
1987年
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Collection Introduction 3

The works by Tadaaki Kuwayama, from Toshioka Collection

Noe Kito

Toshioka collection is acquisition from the private collector, Nobuo Toshioka, who had specialized in 
collecting contemporary art. He donated the sums of the artworks and secondary sources in 2013 to Oita 
prefecture. I picked up two works, “Untitled（TK2236－1/2－‘71）” and “Untitled（TK1524－‘87）” by Tadaaki 
Kuwayama, out of this superb collection. Tadaaki Kuwayama is living and working in New York City, and 
since early 60’s he has been receiving international appraisal by his minimal style artworks. In “Untitled 
（TK2236－1/2－‘71）”, we see his signature style of early period. On the other hand, “Untitled（TK1524－
‘87）” is his middle career work of painterly style, unlike his iconic minimal style, and intrigues us with its 
mysterious quality. In my writing, with the overview of his entire career, I would like to focus on the latter 
by citing exhibition catalogue at that time and the criticism.
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Collection Introduction 2

Fukuda Heihachiro “Shark Fins and Red Snapper” 1954

Kotaro Yoshida

Fukuda Heihachiro （1892－1974） is a renowned painter who specialized in Japanese painting mainly in 
the earlier half of the Showa period. He was born in Oita, and lived and worked in Kyoto. In my writing I will 
introduce his work titled “Shark Fins and Red Snapper.” Fukuda Heihachiro often depicted the rare items 
that other artists hardly picked up. In this painting, the sea foods which he found in the local food fare in the 
department store, are depicted in such a way that the painting reaches to the point of abstraction, as he was 
intrigued by its modern shape and color. Although the artist himself proclaimed that he was not the abstract 
painter, his challenging style opened up the new vision in Japanese painting.
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Collection Introduction 1

Shono Shounsai
“Basket with Eight Ridges, Kushime-Ami（Weave）” 1940

Naoko Tomonaga

Shono Shounsai（1904－1974）, the fi rst in the fi eld of bamboo crafts to be honored as a holder of an 
Important Intangible Cultural Asset in bamboo work, is considered as one of the exemplary artists of 
bamboo crafts.

In 1923, Shounsai began to study with renowned artist Chikuyusai in Beppu, where bamboo work 
was fl ourishing. He had an apprenticeship there for two years and was independent afterwards. After 
becoming independent, he primarily produced high quality flower baskets called “literati baskets” 
(bunjin kago). Starting from around 1937, Shounsai aimed to be selected in the Bunten art exhibition, the 
predecessor of the Nitten art exhibition. In 1940, his art, “Basket with Eight Ridges,” was chosen for the 
fi rst time at the art exhibition of the 2600th Anniversary of the Founding of Japan.

His fi rst selected entry was a work that did not weave strips of bamboo together but braided them 
side by side instead. Shounsai adopted a method of bamboo weaving in this work that took the name of 
“kushime.” A clear distinction can be made between this work and works made with traditional bamboo 
weaving techniques that used existing Chinese basketwork as an example. Kushime weaving tinged 
classical profundity with a novel sense of design. Shounsai used the beautiful lumber from a soot-colored 
bamboo turned dark brown with over a hundred years of age as a material, and its beauty was an 
essential element of the work.

“Basket with Eight Ridges, Kushime-Ami（Weave）” is a groundbreaking work that displays the 
diversion in Shounsai’s work from high quality baskets in Beppu bamboo work to creative pieces of 
bamboo craft. The background that led to that divergence will be included in my writing.
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A Study of Utagawa Toyoharu ⑴ 
─ Regarding His Characteristics as an Artist and His Sphere of Friends

Shinsaku Munakata

Ukiyo -e artist Utagawa Toyoharu（1735－1814）is known as the founder of the Utagawa school, the 
greatest ukiyo -e school in history. The artists which the school brought into the world include Toyokuni 
Utagawa, a fi rst generation pupil, Toyohiro, a painter endowed with tremendous ability, Kuniyoshi and 
Kunisada, and Hiroshige. The world of ukiyo -e in the subsequent 19th century was primarily occupied by 
painters from the Utagawa school. Thus, Toyoharu, the subject of this report, is known as the single most 
important ukiyo -e artist for being the originator of the Utagawa school, the school that created the basis 
for the prosperity of ukiyo -e.

However, many mysteries still remain surrounding Toyoharu’s birthplace, his mentors, and his 
activities as a painter within the world of ukiyo -e. It can be confi rmed from his existing artwork that 
he became active as an ukiyo -e painter in the third year of the Meiwa era（1767）in Edo. Though there 
are still many points of obscurity surrounding his background details, upon closer investigation, what 
was once unknown starts to become a little more clear, and it may now be possible to have a more three 
dimensional grasp of Toyoharu’s paintings. Refl ections will be made surrounding Toyoharu’s uki - e works 
from the fi rst half of his painting history, his hand drawn paintings of beautiful women from the second 
half of his painting history, the many cultural networks in which Toyoharu put himself, and relations 
within his sphere of friends while focusing on whether or not Toyoharu was developing his activities as an 
ukiyo -e artist.
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Materials Related to Tanomura Chikuden
 in the Tatsuichi Kataoka Collection ①

Michio Koga

The “Tatsuichi Kataoka Collection” is part of the collection built over a lifetime by Tatsuichi Kataoka
（1909－1983）, a businessman active primarily in the coal mining industry in Ube City, Yamaguchi 
Prefecture. All 138 works in the collection were gathered in the Oita Prefectural Art Museum in the 2015 
fiscal year and are now on display. This collection of Japanese paintings focuses on the paintings and 
writings of Tanomura Chikuden and of other painters and writers. The collection is replete with well-
known artists spanning from the Heian period （794－1185）to the Showa period （1926－1988）.

Tatsuichi Kataoka displayed a particularly strong interest in the painter of Edo period, Tanomura 
Chikuden（1777－1835）, and gathered up Tanomura’s works, from those works designated as Important 
Cultural Properties, to the most minute of materials, to create a valuable collection. Amongst them, there 
are artworks that have been introduced before in a large number of painting anthologies and theses. 
However, a variety of resources that are fundamental to the study of Chikuden have not really been 
introduced until now. fi ve pieces from those resources. In my thesis, I will introduce.
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